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見事に優勝を飾ったく白鯨〉のメンバー提供：添畑薫

へ

白鯨Ⅲ優勝記 <白鯨111>マオ､ジャー酒井稚幸

灘爵溌艤

今回のく白鯨Ⅱ〉チームのミキモトジャパンカップ

1986キャンペーンは，総合優勝という最大の成果を得

て終了したわけですが，優勝に至るまでのプロセスか

来年以降に参加を予定されている他艇の方々の参考に

なればと思い，我々自身の反省も兼ねて振り返ってみ

ました。

今回のく白鯨Ⅱ〉チームは，オーナでありデザイナー

でもある池さんからの「<あさま〉がジャパンカップ

に参加しないのなら，〈白鯨Ⅲ〉で参加しませんか？」

という申し出により,誕生したわけですが,ヨットレー

ス,とくにミキモトジャバﾝｶｯブのようなシリーズ

レースに勝つ要件としては，

1.絶対に勝つというチーム全体の強い意志

2．艇の整備を含めた完壁なチューニング

3．情報の収集

4．運
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私自身，実は，これが最大の勝因ではないかと考え

ているのですが，今シリーズは，全体として微中風に

終始し，中,小型艇有利に展開したこと，および各レー

スにおいても，先行の大型艇のコースを見ながら，有

利な海面にいくことができたこと。

また．最終ロングレースにおいて，総合優勝を争っ

ていたく胄波行〉が，途中まで我われと同じコースを

とっていながら，最後は全く違うコースを引いて失敗

し，脱落してくれた等，本当に運がよく，ついていた

というのが実感です。

5．チームワーク

チームワークについての心配は全くなかったといっ

ていい。全レースにおいて，ほとんどの乗員が3年間

一緒に乗ってきた我われチームの人間であり，とくに

オリンピックコース3レースについては，全て同一メ

ンバーで固定でき，スキッパーの考えどおりに100%

艇をハンドリングできたと思います。

また，オフショアレースにおいては，デザイナーか

らの「オーナーは，ランナーしかできないから，ロン

グレースではやることがなく，船酔いするので足手ま

といになるから降りるように」との指示をオーナーに

伝え（もっとも自分で自分に指示したのですが）我わ

れも「ロングレースは，オーナーが乗られない方がよ

い」と考えていたので，この英断には頭の下がる思い

でした。

6．陸上でのハックアッフ・体制

バックアップ体制の第一としては，オーナーの資金

面でのバックアップ･カヌ最大のものだと思います。

今回のキャンペーン見積りをすぐにOKして下さ

り，我われチームにとっては，心おきなくレースに專

念できる第一のものでした。

また，チームの宿泊したペンション「アフターディ

ズ」のオーナー御夫妻が仕事を忘れて，洗濯機や発電

機の提供，あるいはセールリペア場所の提供，はたま

た，自費で夕食の招待等，物心両面に亘り援助下さり，

誠に心強いものがありました。

そして，残念ながら今回のレースには乗艇できな

かったけれど，艇の蕊備，回航および買い出し等に全

精力を注いでくれた他のメンバーの存在等が，レース

における今回の好成績を支えてくれたものと思ってお

ります。

終りに，何事においても一つの事柄を成し遂げるに

は，いろいろな要件が,すべてうまくいかないと，仲々

成し遂げることはできません。

今回のく白鯨Ⅲ〉における我われのキャンペーンで

も，その全てとはいかないまでも，ある程度の部分で

目標を達成できたため，この好結果が得られたのでは

ないかと思っております。

5．チームワーク

6．陸上でのバックアップ．体制

等があげられると思います。

1.絶対に勝つというチーム全体の強い意志

例えば艇体等ハードの面でどんなにすぐれていて

も，レースに参加する場合には，目標を持った強い意

志がないと絶対に艇は速くは走らないと思います。そ

れも個人，個人の意志でなくチーム全体の意志でない

とだめだと思います。この強い意志があるからこそ，

チューニングを完壁に高め，チームワークも芽生え，

また運もやってくるのだと我われは考えています。

今回についても，最初のミーティングの際に「我わ

れはチームとしての参加は3回目になるのだから少な

くとも，クラスⅢおよび3/4tカップ．は絶対に持って

帰ろう」という目標を定め，全員の意向統一を図った。

2．艇の整備を含めた完壁なチューニング

チーム誕生後，葉山に回航して上架した際の艇は，

船底はザラザラで備品も必要最少限備わってはいても

十分でなく，またデッキ，コックピット等も使用しづ

らいなど残り1カ月程で整備をし，チューニングもで

きるのかな？という状態であった。

すぐにオーナーと連絡をとり，必要備品の備え付け

およびデッキ艤装改造の許可をいただき，我われが常

時乗っているくあさま〉に近い艤装をした。また，船

底についても，2週4日に亘り満足できる状態にまで

磨き上げた。

その合間をみて,STC,コンチネンタルカップレー

ス等でスパーおよびリギンチューニングやセール

チューニング等を行ったわけですが，スパー，リギン

およびセールチューニングについては，『舵」誌にフッ

ドセールの戸谷氏が詳しく書いておられるので省略さ

せていただきます。

こうして何とか熱海へ回航の9月27日までには，あ

る程度，満足のいく状態にして送り出すことができま

した。

3．情報の収集

熱海におけるミキモトジャパンカップも3回目とな

り，我われもある程度，チームとしてのデータは持っ

ていましたが，加えて，とくにオフショアレースにお

ける潮流等の情報を収集することとし，保安庁へ出か

け最新のデータを頂くと共に，レース期間中に発表さ

れる最新データについては，宿舎あて郵送してもらう

ようお願いした。

また，オリンピックコースのレース海面が過去より

も熱海沖に移動すると聞いていたので，9月28日に試

走を行い，幸いにも，レース期間中に考えられる

NE20Ktの中で，風の振れや上げ下げによる潮流の

変化等をチェックすることができた。

4．連
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ミキモト･ジャパンカップ･オフショア。

シIノーズに参加して

<デｨｽｺドﾘ＞ハンス･シュローダー

私にとって，このレースにl11場するかどうかを決め

るのは，そう容易なことではなかった。というのは，

まず第一に，シリーズの期間を通して，有能なクルー

を確保すること。第二に，ますますこのシリーズは競

争が激しくなってきているので，最高の状態に艇を整

備する費用もばかにならないこと。第三に，悪天候に

よって生じる損害の額も重要な，考えなければならな

い要因だ。私は個人的に「"アドミラーズカップ”“ケ

ンウッドシリーズ”などのような世界的に有名なレー

スを日本も持たなければ｣という夢を持っているので，

今年もやっぱり考慮すべき問題があるにもかかわらず

出場を決めた。このインターナショナルシリーズは．

“ハワイアンシリーズ"，‘‘サンフランシスコビッグ

ボードシリーズ"，“サザンクロスシリーズ”と共に‘‘ア

ジアサーキット”とすべきであると思っている。

日本は,世界でも最も進んだ国の一つでありながら，

世界的に認められたシリーズを持っていないというこ

とは，大へん悲しく，残念なことだ。そこで，私は，

二つの目的から太平洋地域（ニュージランド，ホンコ

ン）からクルーを招待することにした。一つは，シリー

ズの期間中，経験豊かな腕前を持つ頼しい，中心にな

るクルーを持つこと。もう一つは，このシリーズを大

へん楽しいもので，しかも変化の激しい天候型，複雑

な海流と潮流などによりセイリングすることが，大へ

ん難し<，おもしろいところだ，ということを宣伝す

ることであった。

私のニュージランドとホンコンからのゲストたち

は，日本旅館と食事，そしてそこで働いておられる皆

さん力式示してくれた歓待を本当に心から十分に楽しん

でくれた。とくに，旅館の|司居者であったく海太朗〉

のクルーの方々の示してくれた友情…･･･

私は，あえてこの十日間でくデイスコドリ〉によっ

て飲まれたビール等が，どれくらいだったか言いたく

はないが，もしアサヒビールが特別配当金を出すこと

になったら，我われに感謝の意を表して欲しいと思っ

ている。

レースそのものは，それぞれに大へん難しかった。

小型艇にとって，今年は，弱風のため有利であったが，

へ

シリーズ途中ま-ではトップを走っていたくディスコド

リ〉惜しくも3位となる提供：添畑薫

ロングオフショアは，私の記憶に長いこと残ることと

思う。ロングオフショアのその朝，私は愛艇くデイス

コドリ〉の横腹に大きな穴があいているのを見つけて，

“ぎよっ”となった。しかしスタート数分前にFRP

で，この穴を修理してレースに臨んだ。

我われは，3回，抜きつ抜かれつしてトップ･に出て，

ミコモトを回ったところでは，私は完全に勝利を確信

したのだが，無念にも大島で捕まってしまった。

今年のレースでは，協会はめずらしい運営をしてく

れた。昨年に比べて大へんな改良がなされ，はっきり

とスタートが合図されるように，とても大きなブイと

ガンカ■使われ，リコールなしにスタートができた。

多くの規則もより簡潔に私たちにやり易いように改

良され，登録もレース当口7時でなく，前日にするこ

とが出来た。熱海がほんとうに世界的なレガッタの

フォーラムとなるには，港の設備を改善しなければな

らない。水，安全な停泊設備など整っていなければ，

世界ヨット委員会に認めてもらうことは不可能だか

ら。最後にミキモト・ジヤパンカップ・オフショア・

シリーズが，世界的になる前に，まだ関西などからた

くさんの我われの海の友人たちが参加していないの

で，まず，ほんとうの全日本シリーズとなって欲しい

と思っている私です。

口司
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ドンキーゲイルの戦い

(ジヤパンカツプ'86をふりかえって）

<DONKEY-GALE>内藤恒夫

プ

奮戦記を書いてください。突然の依頼である。ご披

露するほどの輝かしい戦果があったわけではないが，

しかし，考えてみれば，苦戦した艇もそれなりの奮戦

があったわけで，ここはひとつ厚顔無恥を承知で書か

せていただくことにした。

さて，私たちくドンキー〉の発祥の地は霞ヶ浦にヨッ

トを置くことから始まる。筑波から吹き下ろす腰の重

い風に私たちは結構鍛えられ、それなりに楽しい時期

であった。しかしいつかは海にのり出したい。その願

いがかなって東京湾に艇を浮かべることが出来たのが

およそ10年前，この間くドンキーF>(NAK30)を駆っ

て東京湾内のローカルレースのほとんどに参加した。

だが，凡人の欲望は際限がないものである。ビック

ボートによるピックレースの情報を耳にする度に，い

つの日か中央の海で･･･…。

こんな想いはますますエスカレートするばかりだっ

た。ついに私は，私自身の準備として,<VEGA-V>

（現在の織姫）に乗せてもらうことになった。約2年

fHBigBoatのハンドリングやコンビネーションな

ど，いろいろにたくさんのことを勉強させていただい

た。〈織姫〉の皆様にはほんとうにお世話になり，あ

りがとうごさいました。

なんとかいけそうだ，と自信の持てた昨年，現在の

くドンキーG>(YR-34)を購入。それからはメンバー

全員の腕を上げることに必死でした。ヨット専門誌で

募集した人たちの中にはヨットに乗るのも初めてとい

う人もいて，まず海にW||れてもらうことからはじめる

といった始末だ。しかし，繰り返えしの練習というも

のは素晴らしいものです。〈風見鶏〉の斉藤氏の協力

もあって，若い人たちはみるみる腕を上げていった。

冬から春，さらに夏にかけてくドンキーG>の走ら

ない週は無い。卒直に言って東京湾が狭まく感じられ

るほどの快走ぶりでした。「よし，中央のレースに出

てみよう」そう決意した。ビックレースヘの予備戦と

オーバーナイトの計||練を兼ねて鳥羽レースに出場し

た。

ヨットを親しむ者にとって，いつかは参加したい

ジャパンカップ。エントリーをすませて，私は急に忙

しくなった｡なんといっても10日間という長丁場です。

誰と誰がいつ乗るのか。幸いにも僚艇のくダンスオブ

マジック〉のメンバーから全面的協力が受けられるこ

とになった。

第1レースにのぞむ。スタート良し，上マークに近

づくにつれ風がおちてくる。フリート全体が苦しそう

に上マークにアプローチ，他艇を見ると少しづつだが

確実に近づいている。そして順々にクリヤーしサイド

へ向って行く。さて，こちらはというと，運転不自由

船，やっと上をクリヤー，その時フリートは1レグ半

先行。胃がいたい。サイドを回ってスピンアップ，快

走快走，次の上にて追いつく。やはり風がないようだ。

最初は右海面にて失敗，今回はやや左寄りにてアプ

ローチ，だが前F1と同様の結果となる。おお風神様

O

全レースを通してのレースパターンは第1レースの

ごとく，フリートからとり残され，なんとか追いつき，

また，置いていかれ，最後の‘‘追いつく，，がないとい

う運びだった。

第5レースを振り返る。風弱<潮つよし，といった

スタート，潮が左から右へある。スターボにて風を求

め沖出し，やっとウェザーマークをクリヤー，初島ね

らいの先行集団は潮に負けてかなり下におとされてい

る。こちらはウェザー回航後も今までのコースを保つ。

結果，初烏近くにてグッドポジョンを得る。ところが

ここでまた，とり残される。クリヤーした艇はおいし

い風を受け順々に遠ざかって行く。わが艇まで風はこ

ない…･･･，我われがクリヤーした時点で視認できたの

は数艇のみ。しかし念願の風が入った。快走。夜が勝

負だ、皆でがんばった。風のあるうち前にl1lようと思

いスピンアッフ．，スピンを生かしつつ極力のぼった。

三宅近く，夜が明けてくる。周りを見るとスピンが30

ある。やった.〃三宅回航はフリートと一緒，ところ

がブランケで，また，いつものくせ。やっとフレッシュ

をつかんで再度追う。大型艇はもう先の先。神子元回

航後，中間コースで大島へ，大島近くで風おちる。や

や沖|+'し気味に利島へ，中間グループの良い順位で回

航。そこでまた，いやなくせ後続艇に次つぎ抜かれる。

どうしようもない。

やっと風が入り除々に利島が遠ざかる。ポートで中

－

（
｝

(7）
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間ラインまで出す。他艇は視界の外，タック－本，初

島オンコース，風がどんどん上がってくる。快走快

走。一艇でもカモろうと全員リキが入る。初島近く岸

ベタに2～3艇の船影確認。初島回航，フイニッシュ

ラインへあと少し，風が除々におちてくる。最後はい

つものくせも出す，フィニッシュ。ごぐろうさんでし

た。戦い終って，日が暮れて……。我が強者どもの顔

が一段とたくましく見えたのも，あながち身びいきば

かりではないように思える。

／、悪｡:',乳:､

勝負は勝つ方がいいに決まっている。しかし，初陣

の私たちには先輩諸兄と同じ海を走れたことだけでも

十分に満足している。

（レースメンバー）

〈ドンキーゲイル〉内藤恒夫，高須徹，中村哲也，

柴田菫，古閑健志，清水紀一，柳沼幸治，葛西武悦

くダンスオブマジック〉加藤享，原田八郎，藤間正

義村山界，森田昌孝，黒沢猛，金子利弘。

／

ミキモトジャパンカップ

熱海運営報告

この日本最大のオフショアヨットシリーズレースも

今年で第4回目を迎え，熱海の海のメインエベントに

育ってきました。街にはヨットマンがあふれ，海には

精鋭のIORレーサーがマストを林立させた活気ある

12日間でありました。

21世紀に向け，熱海はコンベンションシテイを目標

にしました。日本全国，多くの都市がコンベンション

シティをめざしていますが，熱海は他の都市と違い，

海のコンベンションをターゲットに定めるのが地の利

を得た良い方向だと思います。現に日本最大のヨット

レース,モーターボートレースが毎年開催されていて，

日本の外洋スポーツの中心は熱海だと，全|玉|のヨット

マン，ボート乗りが認めているのがその証左ではあり

ませんか。

世界の一流観光地には，素晴しいヨットハーバーが

あります。モナコ，ホノルル，ロスアンゼルス，アカ

フルコ，マイアミ，熱海の姉妹都市サンレモにも立派

なハーバーがあります。ないのは熱海です。ここに素

晴しいヨットハーバーができた時，熱海は世界に通用

する国際観光都市になるでしょう。全国から集まった

ヨットマン達も必ず口にすることです。

ここに立派なヨットハーバーを造り，ミキモトカッ

プをハワイのケンウッドカップや，サルディニアカッ

プに負けないようなインターナショナルのシリーズ

レースにするのが我われ地元運営委員会の努力目標で

あり，毎年レース本部を無料で提供して下さる熱海商

工会議所の夢であります。また，このレースを後援し

て下さるミキモトを始め，各スポンサーへの恩返しに

なる事だと思います。

全国のNORCの会員の皆様来年も是非この大会

を盛りあげ，多数のレース艇が熱海に参集するのを熱

海市民及び観光客は楽しみにしております。

（8）

熱海運営委員長稲葉文則

■クラブハウスandパーティ

例年の通り，喫茶ナギサのルーフガーデンを臨時の

クラブ、ハウスとした。今年は，ソニー提供の8m/m

ビデオを希望者に貸出したので，クラブハウスにてそ

のビデオテープを見る事ができ好評だった。

クラブの最多利用は，〈ディスコドリ〉のメンバー

で独自のバーベキューパーティも行ない，アフター

レースを充分に楽しんでいた。海ではシビアなレース

を戦い，陸にあがれば楽しいクラブハウスが待ってい

るのが我々の理想とするところです。来年は是非クラ

ブハウスにおこし下さい｡美女数名も用意しています。

今回は，歓迎パーテイ，懇親パーティ，お別れパー

ティと，パーティの連続で地元運営委員会はパーティ

委員会と化した。歓迎パーティでは熱海名物，サザエ

の壺焼，干物焼，にぎり寿し，焼鳥，焼ソバ，トロピ

カルドリンク等々委員全員の大サービスで完切続出，

追加発注に汗を流した次第である。

今回は，クラブハウス運営費念出の為，利用券を発

行して；缶ビール200円，缶ジュース100円，食べ物各

100円とした。皆様の御協力を感謝します。

懇親パーティは，運営委員宇佐見氏の経営する，金

城館のスカイラウンジ“虹”で行なった。氏の好意で

豪華なパーテイとなり我われの面目もたった。200イ

ンチのビデオプロジェクターによるケンウッドカップ

の放映等もあり，参加者大満足の会であった。

12日の表彰式が夕方5：00よりとなった為，朝河企

画委員長の発案で，熱海の最後を飾るサヨナラパー

ティを渚館地下，クラブモナコを借切って白昼堂々と

行なわれた。内容はオフレコで，参加者に口コミで聞

いていただければ，来年は（レース成績はあまりかん

ばしくなくても）最後まで真面目に残っていれば良い

事があるというのがわかるでしょう。（表彰式も出席

へ

へ
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スターでもある。

○佐藤勝海，海上保安庁指定パトロールボート隊長。

何でも集める係．美女，カップ，賞品，ウイスキー，

菓子,サザエ,etC……,当委員会ならではのカツミチヤ

ンです。

○遠藤喜明。バイク店主。ゴムボートのパンクも直し

ます。サンビーチ見張り役，クラブハウス店長，未だ

独身。ガンバレ、エンチャン.／

○浜田博光。かど半旅館の若旦那，明学大フルードリ

スOB,後輩の面倒をよくみる。学連帆走連盟夏期ラ

ンデブーは，彼の協力により熱海で毎年開催されるこ

ととなった｡当委員会ではクラブハウス担当,パーティ

では勇壮な太鼓をたたき，見事な太鼓腹を披露した。

○椎野政一。市役所電算技工。報道ｷ日当。看板や許可

書類作成で，レースの準備段階で活躍の人，船酔する

のでヨットには乗らない。

○北島厚之。市役所観光施設課。熱海で唯一のアドミ

ラルカップ出場者。泊地整備で活躍。

○小川美由貴。商工会議所勤務。コミッティのお茶く

みより出世，地元委員会の秘蔵品なので手をふれては

いけません。電話番号教えろと各艇クルーから熱い要

望があるのでテレフォンサービスします。盆0468-81-

0005みゆきちゃんの声です。

○文責，稲葉文則。運営委員長。どこにでも顔を出す。

海の中,アクアラングでアンカー点検係｡テンダーサー

ビス係，パーティ会場手配師。泊地指導員，ジュリー

ポート運転士｡クラブハウス社長｡あるいはロングレー

ス〈フジⅢ〉臨時クルー。本職は建築設計屋。ヨロシ

ク〃

ふン

も出席する事）次回は，もっと楽しい企画を考えて

おります。乞う御期待，熱海の夜(昼).〃

■熱海運営委員のプロフィール

地元委員会も4年目となり，皆様とも顔見知りにな

りましたので主な委員を紹介させていただきます。

○稲田真一郎。副委員長。市役所勤務。来年は脱サラ，

ホテルのオーナーとなる予定。諸磯くメルルーサ〉の

クルーで活躍。

○高橋篤茂。大型モーターボート〈クリエイトV>の

船長，海海オーシャンカッう．の運営委員長でもあり，

全国モーターボート界の草分け的な存在でもある◎大

型ボートの運転はピカイチであり，レース運営に頼り

になる人である。

○郡山辰男。喫茶キャンドルのマスター。ご存知マー

クボート〈レッドシヤーク〉艇長｡今回はジェリーポー

トとなり，あの豪快な走りは見せなかったが，夜は大

活躍朝河委員長のお友達。サンビーチのハーハーマ

aL

／ ソ霧_'《唱一'《'』'¥，ざ,‐-ご鈩瀞f

｢86ジヤパンカッガ
（
一

海上レース運営について
谷川晴彦

0

委員長・委員の方針を盛り込んだ海上運営要領を作成

し，届けようということで打ち合せは終了した。第2

回目のNORC本部における打ち合せでは小松氏の出

席があり，当方の主旨を盛り込んだ海上運営要領害を

手渡し，熱海で会う迄によく検討を依頼した。10月2

日，熱海における本部帆走委員長の話を聞くと小松氏

が海上運営をすべて取り仕切るので,NORCレース

委員（内海3名）は本部船に乗船し，犬船に乗った気

持で観戦していてほしい。他のNORCレース委員は

レース運営各艇に乗船しないことになったということ

で，風向が大分変っているな，と感じはしたものの第

「84ジャパンカップ」のレース運営について，レー

ス終了後，レース艇よりの提案のあおりを受けて，内

海も「85ジャパンカッフ．レース」には運営委員を送り

込み，私もレース副委員長として，海上運営に携わり

ました。一般社会では副から主になることは，一応昇

幟で結構なことですが，ヨット界では如何なものかと

考えながら本部帆走委員会のいいなりに「86ジャパン

カップ」のレース委員長を引き受けました。本部帆走

委員長・副委員長とは第1回神戸において打ち合せを

行い,NORCレース委員を小松氏がサポートすると

いうことと，第2回東京における打ち合せ迄にレース

(9）
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lレースで，よく観察してみようとレース委員の間で

話し合った。

第1レースのスタート前は4～5m/sの風があった

が風向が一定せず，スタートラインの設定に手間取っ

た。潮流がレース艇に影響を及ぼす海域におけるス

タートライン設定を，準備信号前ぎりぎり一ぱいでは

レース艇のスタート条件の把握が思うにまかせず，快

心のスタートをさせるには時間不足であったと感じて

いる。第4・第6レグにおける風向変化に伴う上マー

クコース指示の設定も慎重にやり過ぎてレース委員長

としては，ハラハラのし通しであった。自分ながら，

もう少し精神的な余裕を持ちたいものと恥入っている

次第である。しかし，まずまずの海上レース運営が出

来たと思っている｡新企画の海上レース運営でもあり，

NORCレース委員と実務者との連絡指示不十分な点

は第2レースより解消されるよう，第1レース終了後

反省会を行い各員の了解を取り付けた。

第2レースの海上運営について第1レース時よりう

まくやれたと思っている。

第3・第4・第5レースの各艇のフイニッシングに

ついてはいずれかの艇が夜間となった。この受入れ状

態は設備器具の点について改良の余地が十分に有ると

反省している。まず白色点滅灯の整備が十分になされ

なかったと共に予備灯の不足もあり，フイニッシング

マークの片側にしか点灯しなかった場合が有り，ブイ

を照射して何とか事無きを得たものの，今後は十分に

配慮したいと反省している。また，白色点滅灯の照度

の問題もあった。熱海のホテルの林立による窓明りと

ネオン等でフイニッシュする艇の進入角度によっては

非常に確認しにくかったものと推察している。今後は

マークにつける白色点滅灯の照度を強力なものにする

と共に2コのマークの何れかは白色点滅とし，他は白

色または黄色の点滅ないし間隔の多い明暗にしては，

と模索している。マークの点灯と公式運営艇の黄色回

転灯の確認がレース艇にできてこそフィニッシングラ

インの布設とし，ブイの照射はあくまでレース艇フィ

ニッシュ直前のバックアップと考えて良いのではなか

ろうか。

／・

久!，

n角面幣晶9L

母,⑫』令鼠1群齢 鯉へ鑑

第4レースは強風に始まったレースであったが，サ

イドマーク付設中に交信が止絶え，すわ，転覆かトラ

ブル発生かと懸念する事態となったが，幸い無線機の

チャンネル切替ミスと判り事なきを得たが，強風時に

処するマークボートの種類および予備の救助艇の確保

が必要であったと感じている。

今年の全レースについて言えることは,中風・微風

凪の交錯した展開であり，また，地形の関係から海陸

風の風向が定まらず，特にインショア・トライアング

ルでは潮の流れも加算され，上マークの移動の判断お

よびコース短縮の決断は，これ迄にない綿密さが要求

された。特に小型艇のフイニッシュができるかどうか

の境目にいつもあり，精神衛生上あまり感心できない

状態であった。幸にもDNF各艇の数も非常に少なく，

ほっとしたものである。中型小型艇の救済要求でもあ

れば，と心配の連続であった。幸いといえば幸いなこ

とに，今回の全レースにおいて強風時間帯が殆んどな

く，艇体・艤装の損害は皆無といってよく，例年と違

い思惑違いの方がたもいたのではないかと案じてい

る。

全体についていえば，今回の海上運営は外見上大変

うまくいったという評価はなされると思う。海上運営

内部とすれば，全面的に第三者の組織に委託してしま

うということは,NORCの本来あるべき姿なのか検

討する必要は大いにあると考えている。私としては

レース委員長およびレース委員の企画した方針で海上

運営を指揮し，その指揮下で実施面を第三者の組織が

動くならばの考え方を持っているが。何れにしても自

分の実際の指揮下でない海上運営を本部船上で見ると

いうことは，このシリーズ中，常に感無量であり，手

作りレースの改めて尊いことをしみじみ味わった。

最後にこのシリーズレース運営に携わった陸・海上

運営委員の方がた，そして地元熱海の皆様の御好意に

対し深甚な感謝の意を表します。来年は本年度より更

に進んだレース運営がなされるよう期待するものであ

ります。また，出場艇各位のレースに対する自覚を今

後益々高めて戴きたいと念願し筆を置きます。

#識

ﾐキモトジャパンカップ

インスペクシヨン安全委員長長江博人

今年度のミキモトジャパンカップの安全関係のイン

スペクションを安全委員会が担当して行ないましたの

でその結果を簡単に報告します。

(10)

1．方法

インスペクションの方法は，去年より採用した

｢チェックリスト記入方式」で行いました。これはス

へ
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ペシャルレギュレーションのほぼ全部をカバーする内

容の質問事項を記したチェックリストをレース参加艇

に配付しておき，それを完全に記入してもらい，その

リストに従ってインスペクターが実際に2～3項目を

チェックする。という方式で，インスペクションの時

間の短縮，またレース参加艇自身が，実際に記入する

ことにより，事前に安全関係のチェックもできるとい

う利点があります。

2．インスペクション当日の内容

実際にレース艇へ行ってのチェックの内容は，

①チェックリストを通読してみて疑問のある点

②重量物の固定状態

③非常用備品(応救ラダー，ライフラフト等)のチェッ

ク（実演も含む）

の3点にしぼって行いました。

3．結果

このチェックリスト方式を去年から行っているため

か，各艇とも順調に終了しました。しかし問題が全く

なかったわけではありません。その問題点の主なもの

をあげますと･･･…，

①ライフラフトの期限切れの艇が3艇もあったこと。

これは事前にチェックリストに，前回の検査日を記

すようになっていましたが，有効期限が2年であるこ

とを知らないでいたという結果，起きた事です。日常

から，ルールへの理解がいかに必要かという事を感じ

させられます。

②重量物の固定状態が良好でない艇が目立った事。

今回多かったのは，アンカーの固定状態が良好でな

い艇でした。重量物の固定というのは，たとえ艇が

180.転覆しても，元の位置にしっかり固定されていな

ければなりません。手で引っぱれば簡単に動いてしま

うようなアンカーの固定をしている艇が目立ちまし

た。

③レースへの参加の準備が全くできていない艇がいた

事。

ジヤパンカップ位の規模の大きいレースになれば，

事前にチェックリストの提出を求めている事もあり，

各備品関係を事前に各艇自身がチェックしてからレー

スに臨むのが最低限必要なことであると思います。と

ころが今回は，事前のチェックが全くなされていず，

（チェックリストも提出がなかった）備品類も不足し

ているものばかりであり，とてもレースに参加できる

状態ではなかった艇がいました。

以上簡単に気が付いた点を述べましたが，ジャパン

カップは，日本を代表するシリーズレースに育ちつつ

あります。レース参加艇も，レーシングテクニックも

さることながら，レースに参加する以前の準備に対し

ても，高いレベルを持っていただく事を願ってやみま

せん。

＊

へ

~諄曲土韓

宝鑑｡霊

イ ンスペクション委員会報告
副委員長林賢之輔

（
｝

も参加しており，インスペクション委員会をおおいに

悩ませた艇であるが，その敢闘精神に脱帽。

計測関係｡前述県鯉,ﾉー セールのチェックは事前に
行ない，当日は，搭載物件とリグのチェックを行なっ

た。重量物（インサイド・バラスト，アンカー，アン

カー・チェーン，バッテリー）の位置が明確にマーキ

ングされていない艇があった。計測を受けた時になさ

れるべき事柄である。(IORAppendix3)昨年の反省

から，シリーズの期間中，1人以上のメジャラーカヌ交

替で滞在したが，何事も起らずに終った。

日本のアドミラル・カップを目指して出発したジヤ

パンカップとしては，技術の向上のみならず，レース，

安全，計測等に関するルールをよく理解することも目

標の1つと考えられる。この点を強調するならば,もっ

と厳しいインスペクションが必要になる。計測関係で

言えば，フリーポードのチェックが含まれるべきであ

今年のインスペクションの日程は1日間であった。

シリーズ全体の日程をつめて，参加者の便宜をはかる

為である。このため，セールのチェックは事前に行な

い，メジャラー側の問題を除いて，参加者側はおおむ

ね好評であった。

インスペクションの日程が1日しかないということ

は，全くうまくいけば良いのだが，何かが起きれば，

それを回復する時間的な余裕がないこと意味する。今

回は，回航の途中で台風が接近してきた艇や，まぎわ

まで出港できない艇があって混乱が予想されたが，幸

いにも，台風が関東地方をそれたことと各艇の努力に

より予定通り終了した。l艇のみ，海外遠征に人手を

とられた為か，極端にルーズな艇があったのは残念で

ある。また，岡山から遠征のくかげろう〉は陸路，熱

海市内に着いてからデイスマストしてしまい，徹夜の

修復により第2レースから出場している。同艇は昨年

､
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ろう。ティングのゴマカシは盛んであり，管理する側とのイ

しかし…これには静かな水面と計測状態を作りだすタチゴッコが毎年，繰り返されている。今年の3/4卜

為の労力と時間を必要とするし，許容される計測誤差ンワールドでは，重量物の封印が行われているし，ワ

との兼合いもあり，技術的に容易ではない。今後，ジヤシントンでは，フリーポードのチェックにより再計測

パンカップがどの方向へ進んでいくかは，参加者の意が指示された艇も出ている。セールの枚数制限，乗員

識次第ではあるが，今までに行なわれたインスペク数の制限，アコモデイション規定など,IORよりさ

ションのレベルは，世界のどのレースにも通用するわらに詳細に規制されているし，安全規則についても，

けではないということを，反省を含め-て認識していた一字一句厳格に検査されたようである。ワールドに出

だきたい。場予定のある艇は，十分注意していただきたい。

蛇足になるが，各国ともIORルールに対するチー

，
uノ

一
一
卓

へ

座 談会<":｡』？;j:

'86ケンウッドカップ
卑彊凸■

を終えて第二弾

ｔ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ

雛
ゞ

を
色．_．‐．

蕊蟻叙

鋪鴬
,淺噸蝿
￥?L-

．駕・

号A,篭
孝r－母

'、L誰燕 前回は，オーナーを中心にしたいささか辛口のミーティングの全容をお届け

したが,;今回は乗り手側の意見をお伝えする。同じテーマを論じながらも，斬

り口は微妙に異なるようで，そこに含まれるところはいささか尋常でない。

出席者は，〈スーパーサンバード〉から鷲尾猛氏と小松一憲氏，〈摩利支天〉

の羽柴宏次氏と八木達郎氏，〈瑠璃光〉からは小川直之氏と菊池誠氏という，

そうそうたる日本を代表するトップレーサーが揃った6それだけに一言の重み

は計り知れないのである。NORCサイドからは，大儀見薫，歌田道教，及び
服部一良が参加した。

例によって，全員の発言は予定時間を越えても続き,下起しの原稿は5万字

近くにも達し，収録は二回に分けざるを得なかった。今回はその前半である。

なお，忌憧のない意見をいっそう促すために，レポートの人称を匿名にする

ことを，最初に出席の方々と約束した。
--’蓋ざ,¥一一名,

’’：‐』『

ダヒ

篭：
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大儀見始める前に経過説明を……，向うから戻った

段階で,各オーナーにレポートを求めたのだけれども，

ご承知のように集まったのは山崎さんと菅原さんから

だけでした。そこでせめてもう一歩でも二歩でも課題

へ迫りたいと，先日，あらためて山崎さんと菅原さん

に声を掛け，それにユニークな艇で戦ったく摩利支天〉

の武田さんを加え，ミーティングを持ちました。もっ

とあちこちに呼び掛けたかったのですが，物理的な諸

問題もあって，残念ながら実現できてません。

ミーティングのテーマは，ともかく終えた第一印象

もさりながら，それを踏まえて勝つためには今から何

を始めなくてはならないのか，というところに焦点を

絞って，意見は非常に率直なものが続出して，まず反

省点は，行く前の段階からして認識が徹底して甘かっ

たと，ほぼ一致しています。これは艇そのものに対し

てもチーム編成に関してでもです。今後の課題として

は，いろいろ盛り沢山で，ともかくIORのトップレ

ベルの世界を間違いなく承知するところから始めて，

目標に向ってのプログラムを今から組む，とくにチー

ムの編成とそのトレーニングを巡ってのところに，提

案が集中しました。そしてですね，いわばクルーへの

注文が続く中で，オーナーサイドだけの問題提起では

なく，クルーの立場からの意見も大事だ，オーナーと

しては勝てる環境を整えなくてはならず，これからも

努力するが,まだ気付かない問題があるかもしれない，

立場が違う意見は貴重だ……，ということで，座談会

の第二弾として，皆さんにお集まり願ったわけです。

服部さん，何か補足は……。

－オーナーサイドのコメントを，レポートして皆さ

んにお渡しできれば一番よかったのですが，とうてい

間に合わず，これらに関してオーナーサイドの見解は

という具合に，話の進行の途中でご質問をいただけれ

ば，判ってることはお伝えします。なお皆さんをこと

さら挑発するわけではないんですが，オーナーの方々

の自己批判には，チームの編成というのかクルーの集

め方というのか，ここが失敗だと，そのウェイトはか

なりのものでした。では本音を遠慮なくだしていただ

くために，そちらからABC順の匿名にしたいと思い

ます。これはオーナーサイドの希望でもあって，匿名

でいいからざっくばらんな正直なところを聞きたいと

のことで，よろしくお願いします。

cうちは，計画では1年間の練習期間を見込んでい

たのですが，進水が遅れて半年ほどの余裕しかなく

なって，メンバーも若いクルーを使ってチームワーク

をつくるには時間が足りず，いい選手を集め，揃え過

ぎたという意見も出ましたが，（笑）現地には日本艇

では一番乗りして，連日練習しました。ただし，この

レース前の練習でファーの43には絶対に勝てないのが

判ってしまって，（笑）艇のスピードが圧倒的に違う，

ハワイでは風の振れで勝てるわけがないし，レースに

臨む前に少くとも，あの2艇には勝てない気持になっ

てしまいました。結果的にうちは艇が走らなかったん

です。（笑）

帰ってきて，各マーク毎の所要時間などを詳細に検

討した結果，クローズも思ったほど速くなくて，その

うえフリーは圧倒的に遅いのが判って，どうしようか

なというところが現状です。

Aうちの場合は，昨年トランスパックに参加したあ

と，艇はハワイに泊めたままで，他艇の方のような練

習などがまったくできませんでした。それに，長期間

の係留はやはり艇を傷めて，管理人はいたことはいた

のですが期待したほどではなくて，5月の段階で実際

に艇のコンディションを調べ，以後スケジュールを立

てたのですが，思ったよりも艇の手入れに時間をとら

れて，余裕がなくなったのも負担でした。最初の見通

しが甘かったといえばそれまでですが，大丈夫だろう

と思ったスケジュールが実際にはその通りに運ばす

に，だいたいそんなようなところです。

E僕はナショナルチームから外された枠外の艇だっ

たから，しかもIORの艇でもないし，次回は如何に

勝とうかといわれても……ピンとこない。

F今，準備うんぬんのこと聞いていて，そのような

ことは理想を追っ掛ければキリがないことで，あらた

まって次に役立つ意味などない気がします。で,Cさ

んなんかの貴重なデータなどは，ぜひ公表していただ

いて，これはこれからの人に相当に役立ちますからね。

それから，あちこちで報道されている，今回は吹かな

かったという，あれ，絶対に嘘です。僕，5年続けて

ハワイへ行っていて，前々回のときが異常に強く吹い

ただけで仙回と今IIJIはほとんど変ってません。前回

だってNO.2で走ったところもあったし，今回のマキ

シはだいたいNO.3で走っていて，所要時間を比較し

ても前1口1と今回に大きな違いはありません。そこで問

題になるのが，タイムアローワンスシステムのタイム

オンディスタンスの補正ですが，そこの仕掛けを間違

いなく解析しなければならないということです。現状

のままではこれから艇を選ぶ人，間違えますよ。

前回はくブーメラン〉が優勝して，今回はトライア

ングルに限り，何のチョンポも見られなかったくソー

サリイ〉があのランクで，前回と異なったタイムオン

ディスタンスがどういう結果を生んだか。このあたり

のことを，〈ソーサリイ〉の他に，〈ジュビレイション〉

とかくスリーパー〉とか目立った艇をピックアップし

て，そのレーティングからお馴みのT.C.Fを出し，

それで今一度成績を比べてみるとか，判りやすい比較

の方法をしないと危険ですね。これをやらないと，第

1レースから第4レースまで,圧倒して小型艇有利だ，

なるほど風は吹いてない，と誤解されてしまいます。

このような資料づくりをNORCにやっていただけ

たらと思います。

大儀見タイムアローワンスシステムのアジャスト，

これはあります。参加側の意見を聞いて，それを次回

一

（
）

。
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の運営に反映させる意味で，微調整はしています。で

もあくまでも微調整で，結果がガラリと変わるほどの

ものではないはず･…･･，確かに第1レースから第4

レースまで，各クラス1位のポジションを比べると，

常にクラスCとクラスDが上位で，クラスAは通して

最下位，ひとつの傾向がはっきり出てます。だけれど

もこれはタイムアローワンスのアジャストだけの結果

じゃないと思います。そのひとつは前|司と比べてクラ

スAの艇のレベルが低かったことと，それから今回，

風が細かく息を付いて振れたところが，小回りの効く

小型艇には有利に働いたと，これはジュリーポートか

ら見てて感じました。話がちょっと飛びますが，見て

て感じたことのひとつに，〈エクサドア〉やくマドマッ

クス〉の，ピタッと決まっているマイペースの走りは，

ほんとうに安定していて，余裕たっぷり楽々なのが，

印象に強く残ってます。

Dそこのところなんですが，ハワイの次にサルディ

ニァヘ行って，艇はあのくリガードレス〉をチャーター

して，これが楽だったんです。メンバーはふたつの艇

の集まりでチグハグ，しかも2日しか練習できなくて

コンビネーションもメチャクチャで，それでもまった

く楽なんです。吹いてなかったからかもしれないけれ

ども，終始ともかく楽に乗れて，だからですね，今回

われわれがハワイで負けたのは，タックのミスとか

ジヤイブのミスとかのレベルではなくて，そのもっと

……，余裕が持てなかった，まったく楽でなかったと

ころが……。

Cそう，ジブのトリムなど．…．．。

，もうシビアに合わせていないとまったく走らな

い。

Cそれで一緒に並んでいるのが，全然さわってなく

て，（笑）いやになった。（笑）

－結局,はっきりいって何なのですか,艇が駄目だっ

たんですか。

Cそれはまだちょっと…･･･。

D<リガードレス〉は，簡単にトップスピードが出

る。メチヤクチヤに変な事しない限り，スピードはダ

ウンしない。比べてみると“….。それからタック後の

加速がまったく違ってた……。

Bあの’話の焦点に戻す意味で，ハワイへこれだけ

の回数を重ねてきていて，もう各種の資料は集積でき

ると思うんです。ですから，集めやすい今のうちにそ

のデータを揃える，解析はいろいろな方法があって，

それも個人の力量かもしれませんが，少くとも誰でも

に利用が可能な形で整えることが，もう出来る気がし

ます。それと合わせて，これからの人のために，失敗

談の数々のプールも大事で，これらをNORCにお願

いしたいと思います。

それから，今まで様々なオーナーと何回か行けた機

会を得て，成績は別として，常に非常なハッピーな遠

征ができたんですが，向うへ行くオーナーとクルーの

意志統一が非常に大事で，これが出来てないと大変に

不幸な結果を生む気がします。今まで，勝っても負け

ても,そこのところに理解のあるオーナーに恵まれて，

クルーとしてとても幸せなんですが,次に誘われても，

オーナーを含めたチームに，ハワイのレースを如何に

捉えるかという，明確な意志統一がないところは，避

けたいと思います。

クルーとしては，ハワイの楽しみ方はいろいろある

んで,勝ちに行く艇はそれなりのアプローチが必要で，

楽しみに行く艇はそれはそれで，〈ミミ〉など見てい

ると,オーナーを含めて全員が楽しそうにやっていて，

あれもひとつの方法だなと思いました。

ま，今回は勝つためにはというところで集まったと

思いますので，話は戻りますけど,NORCなどの公

の機関で，先程のタイムアローワンスシステムの経過

やコンデションのデータの集積が第一歩だろうと思い

ます。

大儀見その日の風なんかの，日常的なものを計量化

したデータも，もちろん重要だけれども，それぞれの

艇毎の分析というのか，それも必要だと思いますね，

〈瑠璃光〉あたりはすでにやってるようだけれども。

今回くハイリスク〉とくスプリングポク〉にレース

前のチューニングのときに誘われて，計量化したデー

タを逐一とっているのを見て，それも何か無理して

やっているのではなく，もう日常的な慣行となってて，

チューニングは尼大なこれらの蓄積の上で成立してい

る感じがしました。あたりまえだけれども.…“。

そこであえていうと,IORのﾄｯブﾚべﾙは12メー

ターと同様なレベルで，レーティングが同じなら鼻の

先で勝負する世界，だからタックひとつにしても何秒

で終えて，タック前のスピードに戻るまでが何秒かと，

逐次データを控え，ベターだったかベターじゃなかっ

たか，ベストコンデションを維持するための練習をし

てます。

データ，データといっても，すでにごく自然に使っ

てるケースがあるわけで，この差は残念ながら非常に

大きいのではないですか。

B事前の各艇間の意見交換も大事だと思います。今

回，行く前に，何回かチームの会合を持ちましたが，

相当に効果があったと感じてます。次回はもっと積極

的に発展させたいですね。

今回，私は,300kgのインサイドバラストを積む

ようにオーナーに進言して，これが命取りになって，

もう何とお詫びしたらよいのか，ちつとやそっとでは

忘れられない大きな誤りを犯したんですが，これを含

めて，行く前の情報交換が，お互いにもっと遠慮しな

い，一歩も二歩も踏み込んだ形になっていたら，私の

ような個人的な意見でのあのような間違いは犯さずに

済んだかもしれないという気がします。もっとも行く

前に，耳が痛いような話は，聞く耳は持たないかも知

れないんですけども……。
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それから，ラウンドザステイツの直前に，コース上

のポイントを空から見に行ったんですが，これチーム

の代表と一緒で，それで覗いた状況は同じでもそれを

どう解析したか，そこまで踏み込んだ話はしてないわ

けで，まあ情報は同じでもそこから何を引き出すか，

これもレースの一部かもしれませんが...“.。

大儀見ラウンドザステイツに限れば，クラスA,B

のときとクラスC,Dのときの状況は全然違ってきて

いて，何時間か何十時間前の様子が判ったとしても，

これを実際に役立てるのは，なかなか難しい……。

Cあのレースの情報を皆で解析したら，これは相当

に時間が要るとしても.”..･･

F面白いですよ，情報量も多いし...…。

Bコース上のポイントを通過した時間が違うという

ことは，時間差を付けて調査したことになるし..….。

F資料はもう膨大･･･…，でもウチは3回目で,1回

はラダーを壊して，いつもは通らないコースから外れ

た海面を機走してきた経験もあって，それに向うの一

般的なパイロットチャートは正確で，状況はだいたい

考えてた通りのパターンだったですね，そんなに難し

いところはなかった……。

大儀見いろいろな問題提起は多いようだけれども，

タクティクスも戦略も重要で，そのためのデータ集め

とか解析方法のことももちろんだが,原点に戻っての，

ハードな部分，艇が速くなければどうしようもないと

いうところの,ほんのちょっと手前,持てるポテンシャ

ルを出し切っているかという部分で，まず･…..。

Cそれはウチは出来てないと思います。もう少し

レーティングが低ければ……。

B皆さんヘタじゃないと思うけど……。

cだから，ウチもトラブル……，タックもミスった

しスピンも，いろいろへマしてるけれど，これらは些

細なこと，成績の結果に及ぶようなことじゃなくて，

トータルしてみて乗り手のレベルとしてはいい方じゃ

なかったかなと思ってます。ただ，艇のスピードを上

げるための，そのレース前のときに解決してなくては

ならない，その方法がですね，もうちょっと……。

大儀見個々のクルーの腕がよくても,チームとして，

艇のポテンシャルを安定して継続的に出せるところま

で，広い意味でのチューニングを含めて，チームとし

ては完成されてなかったんじやないかという……。

Cその完成度が低いといわれれば，そうですね。

Dそこなんですけど.それは現状で求められたって，

絶対に無理ですね｡(笑)僕ら,毎日のようにデインギー

乗っていても，そんなところまで，なんないですよ。

ましてそれがクルーザーなんかとなれば練習の相手は

いないし，絶対無理です。だから，必要なのは，何も

しなくても速く走る……。（笑）

Cただね，あの……。

Dいや絶対なんですよ，あのく飛梅〉だって出来て

すぐ持っていって,それで勝っちゃったわけですよね。

キールを交換したり，ラダーを変更したり，レーティ

ング対策のためにインナーバラストを調整したり，こ

れらも必要かもしれないけど，すごく時間が要るし，

だいたい同じハルの艇を2艇並べて比べながらやるな

んて絶対無理だし……。

C2艇といえば，ファーの2艇がレベルの高い練習

をしてましたね。ジブをいろいろ換えて走り比べして

いる。ハワイの風と波に，たとえばNo.3がよいのか

ヘビーがよいのか，だからたぶん彼等はレースでセー

ルの選択に迷わない，われわれも出来たらって思いま

した。

大儀見だからそれはつまり，簡単には出来ないから

こそ，いろいろな制約があるからこそ，今までよりも

目的意識を明確にして系統的なアプローチ，艇の

チューニングもチームのレベルアップも，ひとつのプ

ログラムを組んでやらなくてはならない。これらのこ

とは具体的に，個々の艇もNORCもすぐに取り組ま

なきゃならない課題だと，前回のオーナーのときも出

た話なんだが…･･･。

－それはそれでまことに結構なんですけど、今ここ

までの話で，大きな問題がふたつほど出て来たと思う

んです。ひとつはデータの蓄積とかその分析とかに関

してですが，収集する方は，この時代ですから，その

気にさえなればいくらだって出来ると思います。問題

はその後で，一般論からでも，いわゆる情報の洪水の

中から本物を，ホントにニーズにかなったものを探し

出す能力,いいかえればどんどん切り捨てられる能力，

それが求められているといわれていて，で，この席で

の立場上，ちょっと手前味噌になるんですが，〈摩利

支天〉が，ラウンドザステイツでまあまあの成績だっ

たのは，意志的にそれを徹底して，細かな耳打ちされ

るような情報には一切耳を塞いだところに，そのひと

つがあげられるかもしれないと，そんな気がするんで

す。飛行機から見たといっても四六時中通して見たわ

けじゃなさそうだし，ひとかけらの情報はかえって害

にさえなる気がします。

まあだからですね，さきほどからのデータ，データ

という，とくにマーク回航何秒とかのところに執着し

ていると，もちろんこれも大事ですけれども，もっと

大事な全体の構想にとっての肝心な問題が，スルリと

抜けそうで，ここのところがどうだったのか，ひとつ

はこの点の問題です。

もうひとつは,Dさんからの問題提起ですが,<飛梅〉

はぶっつけ本番でも成功，サルディニアでチャーター

した艇くりガードレス〉の場合でも，混成クルーでい

きなり乗って，日本のナショナルチームの中ではダン

トツの成績を残した，これらの例は，何を語っている

のか。この点も避けては通れないと思います。さっく

ばらんにいえば，ポテンシャルのある艇は進水直後か

ら，あるいは定評のある艇なら飛び乗りでも，走って

しまうという事実。だけどく瑠璃光〉はあれだけのこ

(15)
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とをやっても駄目だったという事実。Dさんのこの課

題を真剣に考えないと，この先の話がうまく続かない

と思うんですが……。

C<瑠璃光〉でチューニングが足りない部分は，ま

だすごくあると思うんです。で，そこが100％出来た

としても，それはたとえば学生のスナイプなら，世界

選手権に勝てるぐらいのスナイプにはなれそうです。

でもそれでも470には絶対に勝てませんよね。ウチは

そのスナイプのランクでしょう。

Dだから，ファーは10何年デザインをやってるわけ

だし，すでにベーシックなところが出来ていて，もう

判るでしよ，差はすごいんだから，全然こっちの方が

手っ取り早い……。

Cその差は，だから……。

Dだからそれをさ，それをね，今までファーがやっ

てきたことを，最初からやり直す必要はないでしよ。

FDさんのいうことも一理あるかもしれない..….，

でもCさんやそれに大儀見さん,Bさんのいうような

方法を取り入れて，日本からいい艇が生まれるような

ことも……。

C10年が無駄になるっていうけれども，ある面では

そうかもしれないけれども．.….。

Fそれも価値のあることだと思う。

Cいや，やるのは必要だと思うんですけど，ある面

ではね，いい艇がすぐ欲しい……，矛盾するけれども。

Dだから，今日は次に負けないために，勝つために

何をどうするかがテーマだから，こういってるわけで，

これがたとえば,10年先,20年先を考える話なら，日

本のベーシックを育てて行くべきだと思いますよ。日

本のデザイナーでね。

大儀見日本のデザイナーが育つためにも，なおさら

国内の土俵がシビアでなければならない。向うへ行っ

て，駄目だった結論の得る手前で，それが見えてくる

ような土俵が必要です｡それから今の問題に関連して，

ソフトの方も，だったら外人のクルーを雇った方が

手っ取り早いという，〈ゼロ〉の方法が正解じゃない

かというところも，ハードな面と状況はまったく同じ

O

だから,向うのハードウェアのデザインがいいのは，

データの量とその分析の質の違いであって，ただし，

トップレベルの乗り手のフィードバックがあって，そ

れをベースにしたデータの延長線上に次の作品がある

わけで，たとえばファーなどにしても長い間それに支

えられてきてるはず……,そこで,この意味でのファー

の評価は判るんだけれども，どこかで誰かが，いやホ

ントに勝とうと思うんなら，〈ゼロ〉みたいな方法で

艇を得て，〈ゼロ〉みたいな方法で乗らなきゃ－と

いっていたが，ところがサルディニアではこちら側だ

けの混成であわや総合3位でしよ……,ここはね…“.。

B全体を見て，〈瑠璃光〉はそれなりに狙った艇な

のかもしれないんですが，根本的にピントがずれてた

(16)

ところが問題だったと。他の艇に関しても，今ひとつ

徹底したレースボートではなかった気がします。内装

だとかを含めて，今回のクルーの顔触れを見て，レー

ス以外のことを考えないボートが必要だったと思いま

す。それから，〈瑠璃光〉サイドがさかんにいってる

時間がなかったという点，これを考えると，計画の早

目のステップというのが必要なんじゃないかと思いま

すね。

〈雲柱>で成功したのは，2年間はほとんどメンバー

が変わらずに練習できたからです。向うでサイドマー

クのときに，ギャラリーから拍手がわくようなスピン

ジヤイブをやれたチームになりました。だから計画は

早ければ早いほどいいですね。

〈スーパーサンバード〉はAさんがいったように，

ホントに一夜づけでレースに出てしまって，いくら今

までの蓄積があるといっても……。

大儀見艇は向うに置いといたままというのはね

B艇は確実に進歩してます。〈飛梅〉にしても，2

年後にはメンバーもほぼ同じでありながら，クラスの

上位をやっとキープする程度の成績しかあげられな

かったし，それで，いい艇というのは，大儀見さんと

同じですけれども，乗り手の要求も必要でデザイナー

だけの責任では生れないと思います。乗り手もいろい

ろなところで見聞を高めてきてますから，それをぶつ

けていって……で，そのためにもですね,NORCの

レース日程を全部，見直して頂きたいんです。

現在のレーススケジュールはあまりにも過密で，そ

のためにいい艇があちこちに分散してしまい，お互い

に比較する機会を逸しているような気がします。それ

から，夏期に大きなレースが控えているんで，これを

意識した日程というのも，出来れば考えていただきた

いと思います。ま，このようなステップを踏みやすい，

アクセントがはっきりついたレーススケジュールが国

内にあって,それに基づいて日頃の練習の成果を確め，

そして，設計者も乗り手も，恩獄を越えて忌悼のない

意見を出し合って協力して行けばいいなと思います。

歌田ひとつ質問していいですか，すごい人が沢山お

られるので“･“．，他の競技で勝てるか負けるか予測す

るときに，たとえばオートバイであれば，トルクはい

くら，直線での伸びは，あのカーブは何秒で抜けると

か，全部計算が出来て，やってるわけで，これ以外の

オートバイ，そのデータが不明なのに乗るときは，乗

り手は負けるって判ってるんです。Flのチャンピオ

ンでもメーカーを換えた直後は勝てなくて，これ彼等

は判ってるんです。

そこで，僕が自分でちょっと判らないのは，各艇が

自艇の走りのタイムをどこまでとってるかということ

なんです。ハワイの場合はコンディションも安定して

いて，コミッティの資料もしっかりして，トライアン

グルの各マーク間の各艇個別の走りも判るわけですか

へ

へ
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ら，自艇のスピードとの比較は容易なはずで，勝てる

か負けるかの判断ができると思うんですが，行く前に

ですね，これをやられた艇があれば，教えていただき

たいんですが……。

E<瑠璃光〉が，それをやろうとした……。

歌田そうですか。

Eだけど，それ，かなりポーズでしたね。

Cウチの場合,STCのデータを参考にしてある程

度の傾向は判りましたが，実際にハワイで勝てるかと

いうまではやりませんでした。ただ，ポーラーデータ

がある程度できたんで，そのスピードに少しでも近付

けようとは努力したけれども，これは出なかった｡(笑）

大儀見具体的な目標設定して，計量化を計るという

部分が非常に欠落してると,先程もいったのだけれど，

これはIORがハンディキャッフルールだという認識

が間違いの基のようで，むしろこの際考え方を変え

て，現実のIORにはレーテイングバンドはあるにし

ても，クラスボート的な計量化されたチューニングを

指向して行かないと駄目な気がしますね。ハンディ

キャップの世界で，相対的なスピードを比べているの

ではなくて，もちろんレーテイングを有利にするデザ

イン上の部分もあるけれども，今一番われわれに足り

ないのは，先程の，このレグはなんぽ，あのレグはな

んぽという計量化されたところが，日常的な習慣と

なってない，ここだと思います。それから乗り手の注

文というのは非常に大事だけれども，シビアなデータ

がなければ，ちょっとでもよければなんていう，注文

もシビアではなくなってしまう……。

ここのところ，〈スーパーサーンバード〉がくスーパー

ウィッチ〉のとき，ロウエル・ノースが，基本的なデ

ザインは非常に面白くていい艇だと思うけど，乗り手

の立場で見ると，もうメチャクチャだと，何を考えて

いるのかさっぱり判らない，とコメントして，〈飛梅〉

も，これでよくまあ，なんて感心されたり，今回のく瑠

璃光〉にしても，向うの連中は，いろんなものが余計

に付いてて，（笑）その’ハイテクの見本市みたいな

艇だと，（笑）これじゃね，とかいってましたしね。

〈次'百lは，いよいよ佳境に入ります〉

且■

篭藷 竈 窪窪

；
…
＃
…

"あのアメリカズカップのパース市へのご招待”

が当る「'86NORC忘年会｣のお知らせ

聯

●又は,NORC事務局にてパーティ券

を販売します。

〆切:11月30日まで

申し込み先:NORC事務局石黒念03-504-1911

企画：イ．オーナーによるチャリティオークシ

ョン

ロ．ビックな抽選会

ハ．じゃんけんゲーム等

二・各艇対抗ケーム

ホ．表彰式（鳥羽パールレース，神子元

レース）

楽しいヨット仲間の忘年会を企画しました。

特に，標記のプレゼント抽選会の他，たくさん

の豪華商品も用意し，楽しいショーやゲームなど

で……盛り上げたいと思います。

オーナー・クルー．ご家族お誘い合わせの上，

ご参加下さい。

記

とき:12月17B(水)18:00開場21:00終了

とこ･ろ：霞が関東京会館(霞が関ビル35F)ゴール

ドスタールーム

千代田区霞が関3-2-5a581-9161

会費:1名1万円

●振り込み先：富士銀行虎ノ門支店

口座番号：（普)No133-1488117

r司

一

；
＃

場艇への応援グァムレース出ノ、

'86NORC忘年会実行委員長

清田博口座名：㈱日本外洋帆走協会

理事清田博

霊澪霊窪霊

(17)
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、

に
『海洋レクリエーション

の現状と展望I

ノ
1

2．海洋レクリエーションの新たな展開

このような新しい潮流を迎えつつあるレジャーの中

で，近年，海洋レクリエーションは著しい普及・発展

を遂げている。

海洋レクリエーションの中でも，海水浴，釣り，潮

干狩りは古くから広く国民に親しまれているが，近年

のレジャーの多様化に伴い，海洋レクリエーションも

多様化し，ヨット，モーターボート，サーフィン，ポー

ドセーリング，ダイビング等のマリンスポーツや海中

展望塔，グラスポード等により海中景観を楽しむ鑑賞

型のレクリエーションなども広く親しまれるように

なってきている。また，その楽しみ方も個性化し，単

一の種目をとってみても，個人の体力や嗜好に合わせ

て様々な楽しみ方がなされるようになってきている。

このように多様化・個性化しつつ普及・発展してい

る海洋レクリエーションは国民の求める新しいニーズ

として，また，今後における魅力ある産業として，さ

らには，海を活用した地域振興の有力な手段のひとつ

として，各方面からの期待が高まっている。

海と我々のかかわりを振り返ってみると，古くは魚

貝類の採取等海は生活の糧を得る場であるとともに，

自然の猛威は畏れの対象でもあり，信仰にも結びつい

ていた。やがて社会の発達とともに海は交通の場とし

て重要な役割を果たすようになった。経済社会の発展

とともに，海の交通の場としての機能はますます拡大

し，遣晴使，遣唐使による異文化との交流や大航海時

代における新大陸の発見等時代を築く大きな鍵となっ

た。さらに戦後,飛躍的経済成長を遂げた我が国にとっ

て，海上交通とこれに対応した臨海工業地帯の形成が

大きな原動力になったことは周知の事実である。

このように海は，経済社会の発展の基盤として大き

な役割を果してきたが，一方で，臨海工業地帯の存在

や水質の汚染等により一部の地域では，海は人々から

心理的にも物理的にも遠ざかっていった。

しかしながら，我が国の経済が高度成長期から安定

成長期へ移行し，量的な充実から質的な充実が重視さ

れるようになるにつれて，海についてもレクリエー

ション空間としての機能や都市空間としての機能等多

様な機能が求められるようになってきている。このよ

第1章海洋レクリエーションの新たな展開

一海の新たな文化の創造をめざして－

．
（

1．新たな生活文化創造への潮流

我が国の経済は，高度経済成長期から二度の石油危

機を経て安定成長期へと移行した。この過程で，国民

生活は生活水準の向上，労働時間の短縮等大きな変化

を遂げ，これに伴って国民の価値観も大きく変化し，

量的充実が重視されるようになってきている。レ

ジャーについても,高度経済成長期には「レジヤーブー

ム」が到来し，国民の間に急速に浸透していき，レ

ジャーの大衆化が進んだが，やがて到来した石油危機

を契機とする経済の安定成長への転換は，また，我が

国のレジャー活動にも転機をもたらした。

それまでのレジャーは，受動的な傾向が強かったの

に対し，精神的豊かさや自己実現を追求する主体的レ

ジャーに変化してきており「個性化の時代」を迎えて

いる。国民の意識も微妙な変化を見せ，「仕事」を補

充するレジャーとの意味あいだけでなく，レジャー自

体「心を豊かにする大切なもの」として積極的に評価

されるようになってきた。

また，このような国民の意識の変化とともに，都市

環境の整備面においても，余暇施設を始めとする環境

の整備は欠くことのできないものとなっており，充実

した余暇生活は社会的にも大きな役割を担っていくこ

とが期待されている。

欧米を始めとする先進国では，古くからレジャーか

積極的に評価され，社会的活動の一分野として確固た

る地位を占めて人々の生活文化を担う大きな役割を果

してきているが，我が国においても，21世紀に向けて

社会全体が大きく変りつつある中で，国民の生活文化

も余暇の充実に向けて新たな展開を見せはじめようと

している。

レジャーをベースとしたこの新たな生活文化創造へ

の潮流のきざしが生じつつある現在，この潮流に的確

に対応し,21世紀に向けて，豊かな社会を構築してい

くことが大きな課題となっている。

ダ■
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うな状況の中で，国を始めとして地方自治体や民間に

おいても海洋空間の有効利用の諸構想の検討が進めら

れる等海に対する新たな取組みがなされている。これ

は，産業活動だけでなく海を舞台に豊かな社会を創造

していこうとする動きのあらわれであり，海の新たな

文化創造の萌芽と見ることができよう。

海の新たな文化創造への取組みは緒についたばかり

であるが,21世紀への豊かな社会を実現していくうえ

で大きな役割を果たしていくであろう海洋レクリエー

ションの健全な発展のためのたゆまぬ取組みが望まれ

る。

今後，我が国が長期的な視野のもとに海洋レクリ

エーションの健全な発展を図っていくうえで，海洋レ

クリエーションが生活の一部として取り込まれている

欧米を始めとする諸外国の事情を知ることは大いに参

考になると考えられ，次章では諸外国の海洋レクリ

エーションについて述べる。

第2章諸外国における海洋レクリエーショ
ン

んであり，南部や西海岸を中心に多くの海洋リゾート

が整備されている。一方，ヨーロッパの先進諸国はそ

の多くが北緯50度付近の高緯度に位置するため，夏季

長期のバカンスを利用し，地中海海域のリゾート地に

出かけることが古くから行われており，このような背

景のもとに各種の海洋レクリエーション活動が活発で

ある。

ところで諸外国の海洋レクリエーションについてそ

の活動の実態を定量的に把握することは統計の不足等

のためなかなか困難である。これは多くの国々におい

てレクリエーションの所管官庁が一本化されていな

かったり，所管官庁が無かったりすることが最大の要

因と考えられるが，その他に，行政サイドは各種施設

の整備等は積極的に行うものの，その利用等について

は，個人的な行動の結果であって行政が関与する必要

はないとの考え方があることも一因と考えられる。

海洋レクリエーションに関する統計の中で先進諸国

のほぼ全てをカバーしているのは，舟艇生産業の国際

連合組織であるICOMIA(InternationalCommittee

o{MarinelndustryAssociation)が集計したヨット，
モーターボートについての一連のものである（表l)。

そこで，まず国別の保有隻数をみると(図1），現在，

世界全体で約2,000万隻程度のヨット，モーターボー

一

1．諸外国における海洋レクリエーションの概要

米国においては，豊かな国民生活と活発な余暇活動

に支えられて海洋レクリエーション活動が極めてさか

表1主な国の舟艇等に関するデータ（1982年）
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資料：（社）日本舟艇産業の現状とその将来」（原データはICOMIAによる）

ただし、＊韓国交通部の資料により。＊＊各スポーツ連州の推定で、競技に使われている舟艇の数である。

舟艇以外のデータは外務省外務報道官「世界の国一覧表1986年版」による。
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世界各国のボート（除くローボート）

1隻当りの人口（1982年）
日
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保有隻数(1982年）

ア

メ

リ

カ

弱6

M

図'1

本
堀
、
Ⅱ
ｕ
脚

ス
ペ
イ
ン南

“
［
Ⅱ
Ⅱ
Ｍ
凶
同
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

ア
フ
リ
カ
麹
［
Ⅱ
以
剖
Ⅱ
Ⅱ

イ
タ
リ
ア
記
「
Ｉ

１
１

西
彼

L／

力

I
ナ

ダ

51

人）
く
印
卵
扣
犯
加
Ⅲ
“
卯
帥
刈
卵
鋤
㈹
犯
加
旧
０

１
１
１
１
１
１
Ｉ

隻
卵
扣
加
鋤
Ⅶ
帥
兜
帥
沁
帥
釦
仙
狗
釦
㈹
《

Ｊ
１
１
１
１
１
Ｉ

ＪＩ ）

錫
「
Ｉス

イ
ス
、
’

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
配
［

フ

フ

ン

ス

93

，

イ
ギ
リ
ス
光ル

ゥ
ュ
ー
鏥
一

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
哉
一

西
技
錨
一

イ
タ
リ
ア
諏
一

オ
ラ
ン
ダ
訂
一

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
鋤
一

日
本
副
、
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

デ
ン
マ
ー
ク
８
「
１
１
１
１

１
ｌ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
咽
〔
Ⅱ
Ⅱ

雨
ア
フ
リ
カ
加
、
Ⅱ

ス
ペ
イ
ン
７
ｎ

ス
イ
ス
６
口

イ
ギ
リ
ス
鴎
一オ

オ
ー
ス

フ
ラ
ン
ス
弼
一

｜
ユ へ

卜
う
り
了
調
一
．

テ
ン
マ
ー
ク
麹
、
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ

ア
メ
リ
カ
劉
［
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

１
ジ
ー
ラ
ン
ド
汎
［
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

カ
ナ
ダ
猫
〔
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

ダ
狛
一

ス
ウ
ェ
ー
デ

フ
ィ
ン
ラ
ン

ノ
ル
ウ

ユドﾝ

L910

Ann

rf#1:(#|:)日本〃l･艇」業会

「わが国舟艇産業の現状とその将来」

資料：（社)1l本舟艇I業会

「わが凶舟艇産業の現状とその将来」

トが存在すると推定されるが，そのうち約半分が米国

に集中していることがわかる。これにカナダを加えた

北米及び西欧諸国で全体の80％以上を占めている。次

に,1隻当りの人口をみると(図2)ノルウェーをはじ

めとするスカンジナビア諸国が10人以下と高位を占

め，以下，北米，西欧の先進諸国がつづくが，ニュー

ジーランドとオーストラリアの普及度の高さも注目さ

れる。このようにみてくると，ほとんどの先進諸国に

おいては，海洋レクリエーション活動はわが国に比べ

てかなり活発に行われている状況にあると推定され

る。

半分にあたる1億2千万人が水際線から80km以内に

住んでおり，活発な海洋レクリエーション活動を支え

る背景となっており，全人口の約23％（5～6千万人）

が何らかの水上スポーツを行っている。

最後に，米国におけるう°レジヤーボートの海難につ

いて簡単にふれると,1984年における要救助海難隻数

は7,000隻を超え，死亡者も1,000人を数えるが，プレ

ジャーポートの保有隻数がわが国の50倍近くであるの

に対し死亡者は30倍程度である。なお，米l卦では一般

的にプレジヤーポートについては強制的な免許制度は

ないが，コーストガードをはじめ，州政府等により行

われる安全講習会を受講すると，修了証書として「認

定証」が交付されている。

(2)カリフォルニア州における海洋レクリエーション

米国における海洋レクリエーションのメッカといえ

ば，フロリダ州と並んでこのカリフォルニア州をあげ

ることができよう。カリフォルニア州におけるモー

ターボート，ヨット等の登録数は1984年12月に現在約

62万隻であり，わが国と比較すると人口がほぼ5分の

1のところに約3倍のモーターボート，ヨットがある

こととなる。サンフランシスコのフィッシャーマンズ

ワーフは，ヨットハーバー，公園等とともにショッピ

ング街やシーフードレストラン等を配し都市における

新しいウォーターフロントのあり方を示している。ま

た，サンデイエゴ郊外に広がるミッションベイパーク

は，海水浴，魚釣り，ボーテイング，ヨッテイング，

サーフィン，ボードセーリング等多様な海洋レクリ

一一

2．米国における海洋レクリエーション

(1)米国の海洋レクリエーショムの概要

米国は海洋レクリエーションのメッカといっても過

言ではあるまい。フロリダ半島のマイアミは古くから

の高級リゾート地であるし，カリフォルニア州を中心

とした西海岸には至るところに大型マリーナをはじめ

とする海洋レクリエーション基地が存在するととも

に，「ウォーターフロント都市」ともいうべき水際空

間に作られたニューシティーも開発されている。また，

海ではないが五大湖周辺も各種の水上スポーツのさか

んなところである。さらにハワイが一大海洋リゾート

として多くの海洋レクリエーション愛好者を集めてい

ることはいうまでもない。

米国には，五大湖沿岸を含めポーテイングに適した

13万kmをこえる海岸線，湖岸線がある。全人口の約
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エーションが楽しめる面積約16km2の一大海洋公園で

あるc

一方，サンフランシスコ，ロサンゼルス，サンディ

ゴ等の大都市周辺には公共，民間のマリーナが数多く

存在している。しかし，これらは潜在的に存在する需

要に十分に応じているとはいいがたい面もある。民間

マリーナは一般的に保船料が高く（50フイートバース

の1カ月レンタル料が288ドル（約5万円）という例

がある)，需要は公共マリーナに集中している。サン

フランシスコ市営マリーナでは約3,000人が順番を

待っており，利用できるまでに11年かかるといわれて

いる。

また，わが国と異なり，海岸線の約半分は個人所有

となっているため,カリフオルニア州憲法に住民の｢海

岸接近権」が規定されているにもかかわらず，だれも

が自由に海岸線を利用できるわけではない。

このような状況にあって，カリフォルニア州におい

ては早くから計画的な海洋レクリエーション基地づく

りが進められてきた。ここではその代表例としてマ

リーナ・デル・レイをとり上げ，以下にくわしく述べ

る。

(3)マリーナ・テル・レイの開発

イ．建設の経緯と管理

マリーナ．デル．レイは，ロサンゼルスの西約25

kmに位置する世界最大規模のマリーナである（図

3）。河口に広がる湿地帯だったこの地に防波堤の建

設が開始されたのは1957年のことであるが，最初の計

画は1888年にさかのぼるというところに米国における

海洋レクリエーションの古い歴史を感じることができ

る。1957年，最終的には国家う°ロジェクトとして開始

された建設事業は，港湾の造成については，連邦，州

両政府及びカウンティ（郡)当局等による公共投資(約

100億円),一方，係留施設をはじめホテル，アパート，

ヨットクラブ，レストラン等の諸施設については民間

の投資（約400億円）という方法によって行われ，現

在では8,000隻が収容可能な一大マリーナが完成した

のである。ここには年間を通じて1日平均約1万人，

夏のシーズンには1日約3万人のレジャー客が訪れる

といわれ，約200社の民間企業が進出している。用地

は公共用地で，管理はロサンゼルスカウンテイが行っ

ており，ホテル，レストラン等を経営する企業がカウ

ンティにリース料を払うというシステムをとってい

る。

口．施設の概要

マリーナ．デル・レイの外郭は約2.0km×約2.5

kmという大規模なものであり，面積は325ヘクター

ル（水域163ヘクタール，陸域162ヘクタール）に及ぶ。

マリーナ・デル・レイの平面図は図3に示すとおりで

あるが，規模の大きさは，わが国最大規模のマリーナ

との比較で明らかである。図中の番号に従ってマリー

ナの主要施設の概要をのべると次のようになる。

①②③いずれも公園で①は4万m27②は3万m2以

上の広さで，公園施設のほかに駐車場，サイクリン

グロード，ジョギングコース等の施設を有する。

④突堤上のう。ロムナード。

⑤海水浴場｡面積5万m27水泳,浜遊び及び小型ボー

ト用の水面である。シャワールーム，トイレ等のほ

か，レストラン，バレーボールコート，休憩施設な

どがある。

⑥太平洋に面した広大な砂浜である。

⑦サイクリングロード及びジョギングコース。延長

約30km。

⑧州立図書館。海洋文学のコレクションが充実して

いる。

⑨ビジターセンター。マリーナ・デル・レイについ

ての情報センター。

⑩魚釣り場。

⑪ポートの陸揚げ場。トレーラーで運ぶことのでき

るポートは，ここで水面への揚げ降しを行う。

⑫フィッシャーマンズビレッジ。展望の良いビルが

立ち並ぶ。専門店，レストランのほか，ポート・

フィッシングツアーの受付等を行う。

⑬ホテル，モーテル等。マリーナ内に2つのモーテ

ルと3つのホテルがある。このほかに23のレストラ

ン，5つのコーヒーショップ°及び数多くのファース

トフードｼｮｯブがある｡

⑭小売店等。

マリーナ・テル・レイ空中写真図
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図3マリーナ・デル・レイ
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⑮トラジット及びゲストのためのボートドック。

⑨駐車場。

以上のように，このマリーナは単なるヨットハー

バーとは全くイメージが違うことがわかる。単なる海

洋レクリエーションの基地というのではなく，その地

域の市民の交流の場，社会教育の場であるとともに，

都市公園的な役割をも合わせ持った多様な空間なので

ある。

以下，ノルウェーと西ドイツについて若干くわしく

みていくこととしたい。先に示した表lによれば，ノ

ルウェーは，ヨット及びモーターボートの普及度はほ

ぼわが国の100倍に近いという海洋レクリエーション

国，一方の西ドイツはわが国と比べると4倍以上の普

及度を示す国である。ノルウェーは北緯57度から71度

に位置する北国で，首都オスロでは，冬の間太陽が顔

を出すのは1日6時間弱であり，その反動として夏期

の野外活動は極めて活発である。また，ドイツにおい

ても冬は長く厳しく，太陽へのあこがれは想像以上に

大きいものがある。

休暇については，両国とも年間30日程度の有給休暇

が制度的に認められており，今後ともその拡大が図ら

れていくものと推定される。

海洋レクリエーション活動についてみると，ノル

ウェーにおいては，1982年の調査によると16歳から74

歳までの人口のうち約45%130万人が1年に1度は

ボーティング，ヨッティングを楽しんでおり，同様に，

カヌー，カヤック等のローディングには約31%90万人

●
（

3ヨーロッパにおける海洋レクリエーション

(1)ヨーロッパの海洋レクリエーション事情

ヨーロッパは高緯度に位置している。ローマでさえ

北緯42度に近いから青森県付近と同じである。パリ，

ロンドンになるとサハリン中部に相当するし，北欧の

国々はさらに高緯度であり，夏はかなり涼しい気候で

ある。さらに太陽光線の量については，緯度と密接な

関係を有するから，ヨーロッパ特にその中部以北に住

む人々の太陽に対するあこがれは，相当に高いといわ

れている。
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図4ランク≠ドック・ルシオン

歪パリ，リヨン

ピ
ン
ケ
コ

'1〕
ﾝスム｡ベルン
リヨンン

'学齢ぅ
1地中海／

ユ

ニーム

至マルセイ

④

アルル

、

〕参鐇篭姦琶
モン

ラングト,､ツク･
ルシオン地方

至マルセイユ

の理ルヵソンヌナルボンヌー

至ボルドー

ン溝一

ポール･う･ﾇベール インター

＝彗皇高速道路

一三→ヨー幹練鉄道

④空港

｡主要郁市

｡リゾート

択一ル・バルカル

④

ペルピニ.ャ/
カネ･プラージュ

サン・シプリアン･プラージュ

◎

ポール・パンドル

フランス

レえぺイン

ｍｋＯ
・

戸
埼
〕
ｊ

ｎ
Ｕ
０
」

至バルセロナ至バルセロナ

sillon)とは，南フランス地中海沿岸，マルセーユの

西方からスペイン国境にかけての地方名である。この

延長約200km(ほぼ東京・浜松間の距離）に及ぶ海

岸線に海洋リゾートエリアを展開しているのが世界最

大といわれるラングドック・ルシオン観光開発う°ロ

ジェクトである。このプロジェクトはこれといった産

業もなかったこの地方の振興をはかること，さらにス

ペイン等に流出している観光客をフランスに留まらせ

ることを主要な目的に計画された｡その背景としては，

海洋リゾートの大衆化によって観光客が増大したこと

と及び,それに伴ってニース，カンヌを中心としたコー

トダジュール地方が飽和状態にあったことなどがあげ

られる。

口．開発の概要

ラングドック・ルシオンの開発計画は，1963年のフ

ランス政府の決定に始まる。計画は海洋線整備計画と

して国土計画の中に位置づけられいくつかの拠点をつ

くって行われている。各拠点では，レクリエーション

港湾を中心に宿泊施設，レストラン等のほかテニス

コート等のレジャー施設も建設され人口5～6万人程度

のニュータウンを開発するという方法で計画が進めら

れている。開発計画総面積6,000ヘクタール，整備さ

れる港湾は200港にのぼるという巨大プロジェクトで

ある。1981年現在，ポール・カマルグ（係留可能隻数

が，水泳又は日光浴には約70％200万人が，釣りには

約49%140万人が参加している。

一方，西ドイツにおいては,14歳以上を対象とした

1984年の調査によれば，約56%2670万人が5日間以上

の休暇旅行をしており，そのうち約31%1,000万人を

超える人々がイタリア，スペイン等地中海沿岸を目的

地としている。また，旅行中に行なったスポーツ活動

は，水泳約65%1,730万人，ボート・カヌー約6%150

万人，ダイビング，ポードセーリングともに約5％130

万人，ヨット約4%110万人等の数字がでている。

このように，両国とも多様な海洋レクリエーション

の種目についてかなり活発な活動が行なわれているこ

とがうかがわれる。

(2)ラングドック・ルシオンの開発（図4）

ヨーロッパ諸国では，夏期に2週間から1ヵ月程度

の長期休暇をとり，太陽を求めて地中海沿岸のリゾー

ト地へ出かけることがかなり一般的である。フランス

を例にとると5.500万人の人口のうち4,000万人がバカ

ンスに出かけている。

以下に，フランスがナショナルプロジェクトとして

取りくんでいるラングドック・ルシオンの開発計画に

ついてのくる。

イ開発の背景

ラングドック(Languedoc)及びルシオン(Rous-

《
）
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年歴史を持ち，国内には多くの組織があって6万人以

上ライフセーバー（水難救助者）が登録され，社会的

にも広く認められている。このようなところにも，海

洋レクリエーションが国民に流<根をおろしているこ

とがうかがわれる。

(2)クイーンズランド州の海洋リゾート

オーストラリアの海洋レクリエーションを語る上で

忘れることのできないのは，北東部に位置するクイー

ンズランド州における海洋リゾート群であろう。これ

らのリゾートは，国内客とともに外国からのインバウ

ンドツーリストを対象としていることが大きな特徴で

ある。ブリスベンの南にひろがるゴールド・コースト

及び北に続くサンシャイン・コーストはともに50km

以上の美しいビーチを有し，サーフィンをはじめとす

る海洋レクリエーションはもとよりゴルフ，テニス等

の施設，などのレジャー施設を有する総合リゾート．

ゾーンである。

グレート・バリア・リーフはオーストラリア東岸の

北部をしめる延長2,000kmを超すサンゴ礁の海であ

る。ほぼ稚内から鹿児島までの距離にあたる長大な

リーフの中には約600の島々が存在し，サンゴ礁とと

もに美しく雄大な海洋景観をみせている。現在19の

島々にホテル，ロッジ等の宿泊施設を核としたアイラ

ンド・リゾートが開発され，ほとんどすべての海洋レ

クリエーションを楽しむことができる。

(3)その他の地域の海洋レクリエーション

これまで述べてきた欧米諸国及びオーストラリア以

外のl封々においては，一部を除いて，海洋レクリエー

ションの普及度は総じて低いと推定される。

一方，世界的なリゾート地となっているハワイのほ

かにも東南アジア，インド洋，中南米等の国々の中に

は，大型海洋リゾートの整備が進み，外国からの多数

のインバウンドツーリストを迎えているところがあ

る。例えば，インド洋の島国モルディブはダイビング

のメッカとなっているし，メキシコのアカプルコは世

界的なリゾート地であり，パラセールの発祥の地とい

われている。これらの海洋リゾートは外国の資本によ

り作られたものが多く，大規模な施設を有するものも

多いが，これらは自国内をマーケットにしているもの

は少なく，外貨かせぎの貴重な財源となっている。

第3章海洋レクリエーションの健全な発展

のための施設の展開

我が国における海洋レクリエーションの現状と将来

の展望はどのようなものであろうか。

もちろん，我が国と欧米諸国では，地理的，社会的

条件が異なっており，海洋レクリエーションが直ちに

欧米並みに普及するとは考えにくい。例えば，我が国

においては首都圏近畿圏等の大都市圏への人口の集

中が激しく，土地についてはもちろんのこと，海域に

おいても海運漁業等すでに稠密な利用がなされてぃ

1,971),ラ・カップ・ダージュ（同1,344隻),ラ・グ

ランド・モット（同1,100隻),サン・シフ｡リアン・フ

ラージュ（同1,063隻）等の大型マリーナが完成して

おり，将来的には全体で11,000隻が収容可能になると

いう。

1963年の開発開始以来,1975年までに政府系資本約

345億円,民間資本約520億円が投資されたといわれる。

このプロジェクトのポイントは地価の高騰及び自然破

壊等を防ぐ≠ために，徹底的な計画的開発を行ったとこ

ろにある。計画の推進母体は各省合同の特別委員会で

あり，不動産取引は，すべて政府が民間より優先権を

持つという特別立法も行われた。さらに，土地の民間

への売却方法は，国がいったん公共51%,民間49%の

出資からなる第3セクターの開発公社に無償讓渡し，

公社が港湾，道路，海岸保全等の墓幣整備を行ったう

えで，企業に分讓するという方法をとったことも注目

される。

このう．ロジェクトは現在継続中であるが,1980年ま

でに宿泊設備の収容力は13万3千人に達した（マス

タープランの48％にあたる)。このうち40％が短期の

賃貸式アパートであり，ホテルは15%にとどまってい

ることが特色である。これは利用者の主流が高級志向

ではないことを示しており，ヨーロッパにおける海洋

リゾートが大衆に広く根をおろしていることを物語っ

ている。なお，アクセスの問題は重要視されており，

ヨーゴッパの高速道路網とリンクした高速道路のほ

か，5つの空港が整備され定期便が就航している。そ

の結果，利用客誘致圏はフランス国内に留まらず，広

くヨーロッパ全体に及んできている。

へ

4．オーストラリア及びその他の地域における海洋レ

クリエーション

(1)オーストラリアの海洋レクリエーションの概要

オーストラリアはニュージーランドとともに南半球

において，最も海洋レクリエーションのさかんな国で

ある。ヨットレースのビッグタイトル「アメリカズ・

カップ」を常勝米国を破って獲得したことは記憶に新

しいが，表lに示すようにヨット・モーターボートの

普及度はフランス，西ドイツをしのぎ米国にせまるも

のがある。

常時レクリエーションを楽しむ人の数はヨット15万

人，モーターボート10万人，サーフィン25万人といわ

れ，全人口が1,600万人であることを考えると普及度

はかなり高い，釣り人口は成人人口の34％にあたる約

318万人を数える。マリーナについては，昨年の調査

によれば400～500隻程度収容可能なマリーナが，かな

りの数にのぼることが推定される。

さらにオーストラリアの海洋レクリエーションを述

べるにあたっては，世界で最も活発といわれるライフ

セービング（水難救助）活動にふれなくてはならない。

これはボランティアによる民間の水難救助活動で，80

一
（
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る。また，レジャーへの志向が年々高まりを見せてい

るものの，現在では長期にわたる休暇をとることので

きる社会的環境にあるとは言い難いのも事実であろ

う。しかしながら，レクリエーション活動の消長は所

得と自由時間の関数であるといわれており，この観点

からすれば,1人当たりの所得は1万ドルを超え欧米

先進国の水準に近づいている一方，自由時間の増大に

ついても関心が高まりつつあり，今後レクリエーショ

ン活動がさらに活発化・多様化する条件が整いつつあ

るといえよう。

このような中で，海洋レクリエーションは，人間性

の形成に資するものとして，また内需拡大の要請に資

するものとして，今後更に国民の期待が高まっていく

分野であると考えられる。

1．海洋レクリエーションの現状と問題点

近来，海洋レクリエーションは，急速な普及をとげ，

その内容においても多様化が進んでいる。

海洋レクリエーションの普及状況をみると，海水浴

が延べ参加人口約1億人前後で，最も定着していると

いえよう。これに次ぐのが，釣り，潮干狩り等の遊漁

であり，延べ参加人口は，3,000万人を超える。また，

ヨット，モーターボート，サーフィン，ポードセー･リ

ング等のスポーツ型の海洋レクリエーションについて

は，普及状況を示す統計はないが，関係団体の会員数

の伸び等の資料からみて急速な普及が進んでいること

が推測される。一方，施設の状況については，海水浴

や釣りが行われてきた自然の環境に加え,近年,マリー

ナ，人工海浜等の整備が進められてきた。マリーナの

分布をみると，図5のようになっている。

今後，海洋レクリエーションの健全な発展を図るに

当っては，多方面にわたる多くの問題点がある。

第一に，余暇の問題である。休暇制度や余暇をめくﾞ

る社会的な条件は，充実しつつあるものの，必ずしも

まだ十分でないことがあげられる。

第二に，施設面での立ち遅れをとりあげてみると，

例えば，我が国にはマリーナ・デル・レイやラング

ドック・ルシオンのような大規模なリゾート基地は．

ない。また，マリーナ等の保管施設について見ると，

プレジヤ'ｰポートの保有隻数が約21万隻なのに対し，

収容されている隻数は約3万隻と極めて少なく，保管

場所の不足から港内，河川等に不法放置されている例

も多く，船舶航行や漁業等の障害となっている。

第三に，関係者間の調整制度が確立していないこと

が指摘される。既存の海浜・海面利用汁との競合，特

に漁業者との競合や航路通航船舶への障害が顕在化し

てきている。

第四に，安全対策が|･分伴っていないことも問題と

なっており，フ･レジヤーボートの海難隻数について見

れば，全要救助船舶隻数の約20%にまで達している。

2．海洋レクリエーションの健全な発展のための施策

今後，問題点に適切に対処しつつ，海洋レクリエー

ションの健全な発展をlXlっていくためには，海洋リク

リエーションを海域利川の一分野として1膿しく位置づ

けその定着化を図るとともに，民間による普及・発展

を中心としつつ，これを支援していくためのバランス

のとれた総合的な施策の展開が必要となってくる。

従来から，海洋レクリエーションについては公共マ

リーナ等の繋備による環境づくり，船舶検査，海技資

格免許等による安全の確保，海難救助，気象・海象等

の情報提供などが行われてきているが，今後，これら

の施策の一庭の充実が必要となっている。

(1)海洋レクリエーションに関する普及・啓発活動の

推進

海では，様々な自然の営みが繰り広げられ，多くの

人々が生活の場としてそこを利用している。このこと

を正しく認識・理解することにより，安全にまた地域

との詞ｲⅡを保って楽しむことが可能となる。このため

には，圧|民の海に対する理解を深め，レクリエーショ

ン活動の普及を図るための広報活動や指導活動の一層

の充実をlXlる必要があり，パンフレット，映像等によ

るPR,講稗会や体験乗船等を通じての指導，指導者

の育成等を一層推進していく必要がある。

スポーツ型の海洋レクリエーションは，愛好者のグ

ループが組織的に地域と調和した活動を展開していく

例が多く，このような形態での普及が望まれる。

また，子供の心や体の成長の過程において海での体

験は極めて貴重であり,Mj日本海洋少年団連總や側ブ

ルーシー.アンド・グリーンランド財団等による諸活

動が行われているが，今後ともこれらの活動の一層の

推進が必要である。

一

図5全国マリーナ分布図

（名称入りは公共-マリーナ）

（
一

資料：運輸梢港潤ﾄ,)調べ。
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さらに,|1il民の海に対する関心と理解を深めるため

には，体験乗船や港まつり等のイベントの開催を活発

化し海に触れる機会を増やしていくことも必要であ

る。

(2)海洋レクリエーションのための環境づくりの推進

今後，海洋レクリエーションの健全な発展を図って

いくためには，アメニテイの高い海洋レクリエーショ

ンの場としての環境づくりを進めていくことが求めら

れているが，これには以下の点に配慮し，推進する必

要があると考えられる。

イ．レクリエーションの活動特性に応じた環境づくり

海洋レクリエーションの普及とともに，その活動の

場や形態も多様化してきており，日常的なレクリエー

ション，スポーツ型，リゾート型など，それぞれの特

性に応じた環境づくりが必要となっている。

都市の沿岸部は身近に海が存在し，日常的に海洋レ

クリエーションを楽しむことが可能な条件にあるが，

その多くは産業活動のための場としての利用が中心と

なっており，日常的なレクリエーションの場としての

活用が強く望まれている。このため，親水護岸等の環

境づくりが必要である。

また，スポーツ型の新しい海洋レクリエーションの

拠点は既存のマリーナ，海水浴場以外にも広がってき

ており，これらの関連施設の整備を進めていく必要が

ある。

さらに，数日間の滞在を伴うゆったりとした海洋レ

クリエーションの楽しみ方も増えてきており，総合的

なリゾートとしての環境づくりが必要となっている。

口．民間の活力の導入

海岸レクリエーションの拠点は，観光レクリエー

ション地区，公共マリーナなどについては公共主体が

中心となって整備が進められているが，海中展望塔な

どについては民間主体のものが多い。

今後の，拠点・基地整備にあたっては，公共主体の

ものと民間主体によるものを有機的に結合させること

が必要と考えられ，民間の活力を積極的に導入する方

策が講じられる必要がある。

ハ．地域開発としての取組み

海洋レクリエーションについては，地域振興策とし

て地方自治体の期待が極めて高く，この面からの取組

みが必要となってくる。このためには，周辺の施設や

隣接して行われる他のレクリエーション活動，サービ

ス活動との連携を図り，広がりをもったゾーンとして

環境づくりを進めていく必要がある。

現在大都市周辺における海洋レクリエーション施設

の整備を図るものとして，都心の近くで質の高い多機

能の親水空間をつくることを目的とする沖合人工島

を,東京湾木更津沖に建設する構想が検討されている。

また，地方では，海域の利用と一体となった海辺のま

ちづくり－マリン・タウン・プロジェクトーを展開し

ていく構想が進められており，その中で，地場産業の

繋備に加え，海洋レクリエーション施設の整備を求め

ていくことも考えられる。

(3)海洋レクリエーション関連産業の育成

海洋レクリエーションの普及に伴い，関連産業も分

化し，発展してきている。今後の海洋レクリエーショ

ンの発展にとっても，関連産業は大きな役割を担って

いくものと考えられ，その健全な育成が図られる必要

がある。

(4)海洋レクリエーションに関する情報提供の充実

自然条件の厳しい海において海洋レクリエーション

を安全に楽しむためには，気象・海象等に関する即時

かつ正確な情報が必要である。現在このようなものと

して，海上保安庁航路標識事務所等における遊漁船等

への風速，波浪の情報提供，海上保安庁による海流通

報｜司海の相談室等における海潮流，水温等の情報提

供，気象庁による漁業気象通報｜可天気相談所等及び

（財）日本気象協会における天気，波浪等の予報や情

紺提供などが行われており，そのほか（財）日本水路

協会においてヨット・モーターボート等の航海用の参

考I叉lが刊行されている。また，海上保安庁海の相談室

による潮干狩りのための潮汐情報の提供や（社）日本

観光協会による海水浴情報の提供などが行われてい

る。このような情報に対する需要は極めて高いのみな

らず，海洋レクリエーションに対する潜在的な需要を

堀り起こす意味からも重要であると考えられ，ニーズ

に応じた情報提供体制の充実が求められている。

さらに，運輸省においては交通ターミナル等に

ニューメディア端末を設置し，各種交通・観光情報を

提供するメデイアターミナル構想が進められている

が，海洋レクリエーション情報の提供を含め，今後，

このような構想の推進が望まれる。

(5)海洋レクリエーションの安全の確保

海洋レクリエーションは，活動が自然条件の厳しい

海で行われていること，その普及は著しいものの必ず

しも安全に配慮した活動が行われているとはいえない

面もあることなどにより，従来から積極的な安全対策

が講じられているにもかかわらず，海難等海の事故は

後を絶たない。海洋レクリエーションの健全な普及・

発展にとって,安全の確保は最も基本的な事項である。

このため，事故を防止し，安全に楽しむことができる

よう各種の施策の推進が必要である。

イ．事故の未然防止の推進

海の事故を防止するには，安全確保のために定めら

れている法令等のルールを海洋レクリエーションを楽

しむ人々各自が守ることとこれらの人々の安全意識

知識，技術の向上を図ることが重要である。このため，

船舶の操縦免許制度が設けられており，海上保安庁に

おいて海難防止講習会，訪船指導等が実施されている

ほか，民間有志の安全活動を推進するための海上安全

指導員制度の充実が図られている。また，民間活動の

組織母体となる小型船安全協会が全国に設立され，安

(26）
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全運航の指導が行われている。

加えて，60年3月瀬渡船の無謀運航による海難の発

生に鑑み，海上保安庁により瀬渡船等安全対策連絡協

議会の設立の促進，活動の充実が進められており，安

全運航についての強力な指導が行われている。今後，

このような施策の一層の充実をIXIり，事故の未然防止

に努める必要がある。

同時に，津波来襲等緊急時の情報伝達施設の整備，

レクリエーション用具の安全確保等を図る必要があ

る。

口．救助体制

事故発生に対処するため,海上保安庁等の公的機関，

（社）日本水難救済会及び海洋レクリエーション関係

者主体の民間機関がケースに応じiliil々あるいは共|11で

救助活動を行っている。今後は，さらに民間救助組織

を育成することによって救助能力の向上を図るととも

に，各組織間の連絡協力体制の強化を図り，組織的な

救助活動のための体制整備を行っていく必要がある。

●この原稿は，財団法人日本海事広報協会が、昭Ⅱ

61年8月運輸省政策局海洋海事課朧修のもとにまとめ

たものの要約である。原本はB5版69頁の冊子で，カ

ラー写真及び各種資料が豊富である。必要な方は，

NORC事務局又は直接日本海事広報協会（〒104*

京都中央区新川1-23-17マリンビル念03-552-5031)

にお問い合わせ下さい。

〔資料〕
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ヨット・モーターボート用参考図

ヨット・モーターボート操船者に使用しやすいように櫛|列

全紙のｼiの大きさでl,l'jim多色llill、防水加工がしてある。
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「
船員日記(62年版)」
成山堂書店編集部編

澪㎡

蕊溌i
器ｱ…-ヘ琴一

船
員
円

矼
９
副

》
↑
魁

一

一
一

海の日記・便利帳として好評の｢船員日記(62年版)」

が成山堂書店より発売された。

楽しみながら日々の記録を綴る。これが｢船員日記」

の大きな特長といえる。62年版も数々の特集を取り入

れ，記載欄から付録に至るまでいき届いた配慮がほど

こされている。日記を「つける」そして「読む」プラ

ス「海の便利帳」としての船員日記の特集は，以下の

ようになっている。

◎日本の船玩具一中扉（写真のページ）

日本各地の船の郷土玩具を横浜海洋科学博物館のご

協力により紹介。大阪の張子、高知の鯨船、烏取の軍

船などユニークで懐しい作品の数々。

◎年頭のことば－「私のひとこと」（記載欄横）

海事界で活躍する方々191人の1987年の年頭のこと

ばを掲載。

◎海王丸一カバー・表紙

半世紀にわたり活躍し，近い将来引退を予定されて

いる海王丸の帆走写真を掲載。

◎安全標語一付録欄横

今年から新たに付録欄横に，船員災害防止協会のご

協力により，安全標語の優秀作を掲載。

この他，恒例の口絵カラーは，我が国海運会社32社

の代表船で飾り，本扉は日本海事広報協会主宰の「'86

ミス・マル・レイナ」コンテストで優勝した中村あず

ささんの写真で飾るなど趣向を凝らしたものとなって

一
Ｊ

一

.葱r■

趣出金書態

;f鼻錘､"“患

いる。

このように，使いやすさと親しみやすさを追求した

船員日記は，明日の心の糧として船員の座右に最適で

あり，また，夫婦・恋人間の交換日記としても楽しみ

ながら実用的に使える日記である。

A5判/302頁／定価1400円／〒300円成山堂書店刊

問い合わせ先〒160東京都新宿区南元町4-51(成山堂ピル）

㈱成山堂書店念03-357-5861FAX:03-357-5867

《
） PACIFICPASSION

“！

2年に一度ホノルルで開催されるハワイ．インター

ナショナル．オーシャン・レーシング．シリーズは世

界5大外洋ヨットレースのひとつに数えられ，世界各

国からトップレーサー達が集まってくる。

1986年はケンウッドをスポンサーに迎え，日本から

も8艇が参加｡エキサイティングなレースを展開した。

このビデオは豪快な外洋レースの全てを収めたもの

である｡制作はフィル・ユーと添畑童｡この2人のトッ

プカメラマンがヨットマンの眼で捉らえたレースシー

ンカ訂魅惑的なハワイの自然やユーモラスなアフター

レースのイベントとともにこの1巻に凝縮された。

音楽は，ハワイの海と風を感じさせるオリジナルサ

ウンド。

1

鍔1

1

<HIFI22分〉

定価8,800円（送料500円）

〈問合わせ先>a03-267-1931㈱舵社

03-404-0249アクシヨンフオ’

(29）
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アメリカズ･カップB7～インサイド･ストーリー
キース･ウェトレイ著マイケル･ジョセフ社刊

オーストラリアが守りぬくか，アメリカの手に再び

戻るか，或は第三者の手に渡るか。勝敗の行方が注目

されるアメリカズ・カップレースの開催地オーストラ

リアからの報告です。

著者ウェトレイは，このレースに合わせて1985年

イギリスから，オーストラリア・フリーマントルに移

り，現地の熱狂ぶりを伝えてきています。また本書の

最後ではいかに優秀なヨットを造るか，その方法も伝

授しています。

（256ページ229×216m/m図版32枚地図）

本書のお求めは全国洋書取扱い店及び下記までご連絡

Fさい。

記：洋書ビブロス担当：村山

新宿区高田馬場1-26-5FIビル

a(03)200-4991

1F

へ
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☆ヨット・カレンダーのお知らせ☆

率
お

議
息Ｉ

$f

h

篭

夕込

一
一
一
二
一
超… 葱 曝:聟

二一

NORCでは昨年にひき続き，ヨットカレンダーを販

売いたしますので,身近な支部までお申し込み下さい。

お待ち申し上げております。

〈内容〉全カラー7枚，写真は､86年度ケンウツド

ｶｯブ,サルディニアｶｯブ,そしてｱﾒﾘｶスｶｯ

ブ。また,NORC支部連絡先と全|卦レーススケジュー

ルが記載されています。

〈価格〉会員価格1,200円

（送料は別途実費を申し受けます）

〈部数>1,300部。昨年は約lカノlで完販いたしま

した。今年も|,1じ部数です。お早目に各支部までお申

し込み下さい。

〈申し込み先〉

関東s03-504-1911

駿河湾念0543-52-1526(今尾）

東海金052-971-5835(都築）

近北壷075-661-0325(三井）

内海壷0792-46-2836（妹尾）

西内海念082-243-4111(井岡）

玄海念092-714-2413(原田）

沖繩念0898-39-2277（桃原）

津軽海峡念0138-59-1234(米山）

北海道盆011-231-0015(城丸）

※ホホホ＊取取＊氷取＊ホホ＊ホホ＊＊＊ホホ＊＊凧＊ホホホ＊取取ﾎﾎﾎﾎﾎﾎ取水※

（30）
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売りたし／買いたし
：｡“房隠
・篭.・茎、
〆,畷

#卍詫口含吋浄F丙…訂一一一dbbbマーア㎡母…F………一孔b …

灘

情 報コーナー
一一一一＝一品…軋竺一

①全長

⑥住所

②船齢③材質④装備品⑤希望価格

⑦氏名⑧連絡先

〈売りたし〉

SAGACIOUS

①40.1ft@1984年9月進水

③ブルース・ファー設計レーテイング30.2｛④メ

イン4枚スピン7枚ヘッドセール13枚カテゴ

リーl用品他付，〈経歴>1985シドニー・ホバート総

合優勝，サザンクロス・カップ°1985/'86総合2位，

1985アドミラルズ・カップ･補助艇,1986ケンウッド・

カップ°出場など多数，在サンフランシスコ⑤1111格

US$125,000.詳しくは下記へ⑦GaryJApplebyO

CompradorGroupofCompanies90-94WarrenRd、

SmithfieldSvdnevNSW2194Australia

America'sCupCalender
1987年1月，オーストラリアで行われるアメリカズ

カップのオフィシャル・スポンサーのl社として，イ

ギリスのウィスキーメーカー，ホワイトホース社が製

作した1987年版オリジナルカレンダーです。

カメラマンは世界的に著名な“ロッド・リッチ

フィールド”が担当。アメリカから，初めてカップを

奪いとった前ll'lのチャンピオン艇くオーストラリア〉

とそのクルー達をモチーフに，美女を組み合わせた従

来のヨットカレンダーには類がなく，独特な構図は妖

しげな魅力を漂わせています

このカレンダーを会員の皆様に，一部2,200円にて

お分けします。（梱包発送料込み）

謡………………….霞､….…………………澪….､ﾍ､………………＃

｜新苔録艇の紹介＃
セール番号，艇名，帆装，フリート，全長×ゾ

水線長×巾×吃水，オーナー名，その他の順1＄

＃☆印は会友艇
リ
メ心算屯＝喰蓉や許喰霊や篭中言。_託申誌ゅ藍､君、尭争＝奄冨申一喰墓や詫申一中淺唾君車培や詫車零奄雪奄野唾叉

3666MARIE-VFIRST-405油壺12.46X

10.90×3.96×1.70オグマコウイチ／艇名の由来

：〈マリ－1世号>，自作艇，昭和39年，千葉県勝浦市

鵜原のひまわり別荘で製作。別荘名にちなんでマリ一

号と命名。／抱負：〈マリ－5世〉で日本・ハワイ・

タヒチ（ランギロア，ボラボラ，モーレア，パペーテ)，

フィージーヤサワ群島，ラロトンガ，サモア，マリア

ナ，日本の6カ月周遊を計画中｡）

aL

騨常竿蝿.
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I OFFSHORE第140号昭和61年11月15日発行
毎月1回15日発行

昭f1152年7月21日第二繩郵便物認可

1部定価300円（郵送料45円）

発行社団法人日本外洋帆走協会

束fj(部港Iﾒ:虎ノ門1-15-16(船舶振興上､ル4階）

′地!i,､･來斯(03(504)1911～3〒105

郵仙扱呰番号2‐21787

印Illl1正進社印刷株式会社

蕊溌鷲＝

〈売りたし】

〈天城Ⅱ〉

①33呪クルーザー②13年船検／近海6人63.3迄

③木製④計器B&Gリヤンマー4PM,無線2メガ，

ロランC(旧式),ケブラーゼノア他セール13枚⑤

希望630万円小網代（三浦市三崎町）渡し⑥神奈

川県葉山町掘の内588渡辺修治⑧念0468-75-0709

(31)
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1

ﾉ“ｽポｰﾘ翫犬震

YAMAHA
雌助樋株式全ヤ

一

写真はY-R3411
一一夕●

に向かづて吹いている。風は、
それぞれの胸に､それぞれの想いを残して

1986年もまた､静かに終りに近づいている。

ふり返れば今年は､Y=Rシリーズにとって収權の多い年だうた。

波Ⅲlに､あるいは風に刻んだ数かずの栄光｡とどまる所を知らない熱い走りは、

11本の､そして世界のレースシーンにこの爵災を焼きつけた。

た垣勝つためだけに－YERシリーズも

/
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MMAHA･N

$[HI[$ 30.5feet

●Y-Rシリーズは基本仕様をベースに､お客橡のこ‘要望により､仕様の変更、ﾚｰﾃｨﾝダ対策などを打ち合わせのうえ建造いたしま魂●なお､ｼ'ノーズ艇以外のこ.相談もお受けいたしま載

堅“
塁ⅧMAMUSⅢⅢP靴叡蝋轆0

4

、壷～ 世界初の太平洋縦断ヨットレース｢YAMAHAOSAKACUP｣。精鋭が参加を決定しています。ビッグな舞台と、インター

メルボルン･大阪問､約5,500マイル(10,200km)を結ぶ､夢とナショナルな参加艇。まさに世界が注目する､このドリーム・

冒険にあふれたこのレースに､すでに9ヶ国50艇がエントリーレース。いよいよ来年3月21日､スタートで魂

(10月23日現在)｡うち国内からも14艇､Y－Rシリーズを含む

企画/大阪IIj樅催/(fl:)11本外洋帆走協会タイトルスポンサー/ヤマハ発動機株式会社

ｌ
、

ﾉ

〃MELBOURNED

柵G伽M柵N川肥安全がﾏﾘﾝｽポー ﾂの基本で魂
毎天気予報を確認して､無理のない紘行を衝■法規やマナーを守りましょう.■立入禁止水域や鉛舶砿行の頻繁な水域は避け
ましょう｡饗点検･整備を忘れずに鯵■乗船前に､免許と法定備品の確認を｡塑漁業者に迷惑をかけない様にしましょう。
●カタログご希望の方は､艇名・雑詑名を明記のうえ､宣伝課まで.●ヤマハ発動機株式会社〒438静岡県馨麓市新貝2500

ﾔﾏﾊ製品についてのお問い合わせは燈下記までどうそ：

念06密535－1671

s082-285-4911

壷0878-67-3800

盆092-472-5261

北海道ヤマハ妹

ヤマハ東北㈱･･・

ヤマハ東京㈱･･・

ヤマハ中部㈱･・

ヤ.マハ縄西録

ヤマハ中国綴

ヤマハ四国鞠

ヤマハ九州線
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